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ה  ה ⌂  

●学校法人 ISI 学園の理念 

【世界を翔る即戦力、創造力の育成】 

 

●学校法人 ISI 学園の教育方針 

【国際理解を深める教育―――国際力】 

 世界各国の学生との異文化交流で「国際交流」を深め、グローバルに活躍

できる人材を育てます。 

 

【理解と納得の専門教育―――専門力】 

 各コースの専門教科を討議形式の授業で学び、グローバル社会で即戦力と

なる専門力を育みます。 

 

【社会人としての総合的な力を高める教育―――人間力】 

 社会や企業の中で自立した一人の社会人として力強く生きていくための総

合的な力「人間力」を学びます。 

 

●ISI グループの理念 

 「私たちは、グローバル人材育成のための教育環境の創造を通じて、人々

の夢の実現と国際社会の発展に貢献します」 

 

●本校の特色は何といっても在校生の多様化にある。平成 27 年 5 月 1 日現

在、22 か国からの学生を受け入れており、このグローバルな環境を活かして

職業人養成を通じ、社会に貢献する点が第一の特色である。 

 

●本校の将来構想は、企業連携を深め、職業実践専門課程の適合校となり、

将来的には職業専門大学へと移行することにある。より高い次元でのグロー

バル人材育成教育機関を目指した将来構想を持っている。 

●学校法人 ISI 学園の歩み 

【第一フェーズ】 

 学校法人 ISI 学園 専門学校東京ビジネス外語カレッジの前身である学習

塾「信濃学院」が今から 38 年前の 1977 年に長野県上田市で産声を上げた。

そして予備校事業を中心に据えながら教育事業を成長・拡大させ、理事長で

ある荻野祥二郎の先見の明により 1992 年には日本語教育振興協会認定校で

ある日本語教育機関「長野外語アカデミー」を開校した。中国の教育機関と

の提携も強力に推し進め、1995 年には北京語言大学と業務提携を始めた。 

【第二フェーズ】 

 2002 年より日本語学校事業を展開し始め、高田馬場に「ISI 東京」を開校

する。2003 年には日本語学校「ISI 中京」を岐阜市に開校し、同年 10 月「学

校法人 ISI 学園」が東京都より設置認可を受ける。そして 2004 年 4 月に東

京都町田市に「専門学校東京ビジネス外語カレッジ」を開校する。 

 2005 年には「専門学校長野外語カレッジ」を長野県上田市に開校する。 

 

【第三フェーズ】 

 ISI グループとしては日本語教育事業として、「ISI ランゲージスクール」、

「ISI 外語カレッジ」、「ISI 中京」、「専門学校長野外語カレッジ日本語学科」

と 4 校を擁し、専門学校事業としては「専門学校東京ビジネス外語カレッジ」、

「専門学校長野外語カレッジ」を現在擁する。 

2014 年 4 月に専門学校東京ビジネス外語カレッジの池袋移転を機に、総定

員 320 名の学校へと規模を拡大させた。2015 年 5 月 1 日現在で日本人学生

も含め 22 ヶ国 248 名もの多国籍な学生たちが本校で学んでいる。 

今回の専門学校東京ビジネス外語カレッジの自己点検・自己評価をもとに

同校のさらならレベルアップを質・量ともに図れるよう中長期ビジョンを策

定している。 

 

 

 

 

 

 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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1-1-1 学校が教育を行

う理念・目的・育成人

材像などが、明確に定

められているか 

5 明確に定められている 

学校が教育を行う理念・目

的・育成人材像などは、当校

のホームページ、入学案内書

に明示されている。 

理念の定着を非常勤講師に

も広げることが課題として

ある。解決策として非常勤講

師向けの研修が必要である。 

学校案内書 

ホームページ 

1-1-2 理念・目的・育成

人材像を実現するため

の具体的な計画・方法

を持っているか 

5 
具体的な計画・方法を持っ

ている 

2015年度から2017年度の中

期ビジョン戦略マップで、戦

略目標・数値目標を達成する

ための KPI を確立している。 

具体的な計画・方法は実行を

伴わないと意味がないので、

その実行力をきちんと人事

評価することで PDCA サイ

クルを循環させる。 

『2015 年－2017 年度中

期計画』 

1-1-3 理念・目的は、時

代の変化に対応し、そ

の内容を適宜見直され

ているか 
5 

理念・目的・行動指針は学

園の普遍的な原理としてい

るため、時代の変化に対応

した内容は中期計画に反映

するようにしている。 

3 か年に 1 回時代の変化に

対応し、中期計画を立て、

本校のバランススコアカー

ド、戦略目標を立てている。 

外国人留学生が多数在籍す

る本校であるが、法務省の政

策や社会のニーズなど、常に

アンテナを高く張る必要が

ある。 

『2015 年－2017 年度中

期計画』 

1-1-4 理念・目的・育成

人材像等は、教職員に

周知され、また学外に

も広く公表されている

か 

5 
教職員に周知され、学外に

も広く公表されている。 

教職員には学内に学校法人

ISI 学園の理念が記載された

額を掲示しており、学外には

学校案内書・ホームページで

広く公表している。 

外国人留学生が多数を占め

る専修学校であるため、多言

語での学外への公表が必要

であり、全世界に発信する必

要がある。 

学校案内書 

ホームページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

理念・目的・育成人材像が抽象的になるのを避けるため、9 項目の行動指

針を策定し具体的な実践をするようにしている。並びに中期計画では上記の

理念等を普遍の原理とし、バランススコアカードに基づく戦略マップに落と

し込み、戦略目標・数値目標・KPI を明確にし、一人一人の教職員がそれに

沿った形で個人目標を半期ごとに立てるようにし、人事考課を行っている。 

 2015 年度は 5 月 1 日現在、日本人学生が 15 名、外国人留学生が 21 か国

233 名というグローバルな専修学校としての実態がある。そのため本校の理

念・目的・育成人材像を日本語だけでなく、多言語でホームページ等を通じ

て全世界に向けて発信する仕組みづくりが肝要となっている。 

 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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╖  
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1-2-5 学校の特色とし

て挙げられるものがあ

るか 
5 

「グローバル人になる」をキ

ャッチコピーに、グローバル

ビジネススクールとして多

国籍を活用した教育活動・職

業人育成を行っている。 

2015 年 5 月 1 日現在、計 22

か国、248 名の日本人・外国

人留学生が在籍している。毎

日がビビッドな環境の中で

学習に励んでいる。 

就職系では質の高い企業へ

の就職内定率 100％を実現さ

せ、進学系では本邦トップラ

ンク校を始めとした有名大

学・大学院への進学率を高め

ることである。 

学校案内書 

ホームページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

専修学校の将来は企業との深い連携なくしてありえないと考えている。企業

実習（無償インターンシップ）を拡充させ、将来的には 2 年課程のうち 1 年

を企業実習に充てるデュアルシステムを構築し、より実践的な専門課程へと

変革していく必要性があるかもしれない。文部科学省が推進する『専修学校

における日本版デュアルシステム』がその根拠である。 

日本学生支援機構の 2013 年度の調査によると、日本で就職をした外国人留

学生は 9,382 名、24.7％である。外国人留学生が多数在籍する本校としても、

日本で就職を希望する学生が多く、彼らの夢を実現させるために就職支援体

制を構築することが急務の課題である。そのためにも多くの企業と連携をし、

採用選考型の企業実習を実施できる仕組みが求められる。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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1-3 ─ ╩ ™≡™╢⅛ 
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╖  
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1-3-6 学校の将来構想

を描き、3～5 年程度先

を見据えた中期的構想

を抱いているか 

5 

時代の変化に合わせた中期

計画を 3 年ごとに策定してい

る。 

時代の変化に合わせて 3 年

ごとに中期計画を策定し、そ

こから戦略マップ・戦略目

標・KPI そして個人目標へと

落とし込んでいる。 

特に外国人留学生の進路

決定については年々変化を

しており、その動きを敏感に

キャッチし、募集活動に活か

すスピード感が求められる。 

『2015－2017 年度 

中期計画』 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

本校のように外国人留学生が多数在籍する専修学校は、3 年と待たず毎年市

場の動向を正確に把握する必要がある。東日本大震災での原発事故による留

学生数の激減、政治的な緊張関係、為替レート等様々な要因が重なり、それ

が募集状況に大きく影響を及ぼすので市場の生きた情報を素早くキャッチし

なければならない。 

2020 年までに外国人留学生数を 30 万名にするという「留学生 30 万名計画」

が 2013 年 6 月の閣議でも決定され、政府は教育のグローバル化に向けて本

格的に施策を講じている。円安の追い風もあり、外国人留学生数は増える見

込みであるが、その際質をどう担保するかが非常に重要な問題になる。無秩

序な受入ではなく、本校の理念・学生育成像に沿った募集が肝要である。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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 学校運営の基本は学校の「理念」「目的」「育成人材像」を常に意識し、学

生の成長支援のために尽くすことにある。その学生成長支援をすることで私

たち教職員も成長し、社会に貢献することができると考える。 

 学校法人 ISI 学園の理念は、「世界を翔る即戦力、創造力の育成」であり、 

教育方針は、①「国際理解を深める教育－国際力（世界各国の学生との異文

化交流で『国際交流』を深め、グローバルに活躍できる人材を育てます）」、 

②「理解と納得の専門教育－専門力（各コースの専門教科を討議形式の授業

で学び、グローバル社会で即戦力となる専門力を育みます）」、③「社会人と

しての総合的な力を高める教育－人間力（社会や企業の中で自立した一人の

社会人として力強く生きていくための総合的な力『人間力』を学びます）」で

ある。 

そして私どもが目指す「グローバル人材」とは自国の言葉、文化、習慣を

尊重しつつ、国境を越え、世界の相手を知り、違いを理解し、そのコミュニ

ケーション力を駆使して世界の様々な舞台で社会に貢献できる人材である。 

 事業計画は 3 か年の中期計画があり、それを受けての年度計画と定められ

ている。運営組織や意思決定機能については、理事会→幹部会議→専門学校

事業戦略会議→本校の毎週の定例職員会議と、有機的に意思決定機能が働く

ようシステム化されている。 

 人事や賃金での処遇に関する制度は『就業規則』『新人事制度』で細かく規

定されており、社内のグループウェアでいつでも閲覧できるようになってい

る。 

 また情報システム化による業務の効率化は E-system と呼ばれるグループ

ウェアで諸手続きが電子化されており、業務の効率化が図られている。校内

ではスクールリーダーという一元管理ソフトを活用し、出願受付、教務管理、

学費管理、在籍管理を一つのソフトで行えるようにしており業務の効率化を

図っている。学生募集については AOL というソフトを活用し、本校接触時か

ら管理できるようにしている。 

 学校運営する上で本校の特記事項として外国留学生の多さにある。平成 27

年 5 月 1 日現在、日本人学生は総数 15 名と少数者であり、彼ら以外に 21 か

国 233 名の外国人留学生が学んでいる。この多国籍であり、多様性を最大限

にエンパワメントすることが本校の学校運営の柱である。 

 もちろん日本人学生と外国人留学生の特に就職に対する指導は大きく異な

る面があるが、世界中から集まった学生であふれかえるキャンパスでお互い

に刺激しあい、国際競争力を身につけていく本校ならではの学校運営は、将

来グローバルビジネススクールのロールモデルになるのではないかと考え

る。 

 スポーツの世界を持ち出すまでもなく野球やサッカー、大相撲の世界では

以前から優秀な外国人選手を積極的に受け入れることで、全体を底上げし、

発展を重ねてきた。本校もこれまで、そしてこれからも世界各国からの優秀

な外国人留学生を厳正且つ積極的に受け入れ、本校の学校運営の活性化を図

りたいと思う。 

 専修学校という立場上、これからの学校運営の鍵を握るのは企業との密な

連携である。文部科学省も進める「専修学校日本版デュアルシステム」を将

来的には導入し、2 年課程のうち 1 年は企業実習を中心にカリキュラム化し、

企業と学生のミスマッチングを防ぎ、採用選考型の実習にしたいと考えてい

る。 

 企業が求める人材のニーズは年々高度化且つ細分化されてきており、単に

母語と日本語ができるというだけでは就職できない事態になっている。本校

が掲げる三つの教育方針「国際力」「専門力」「人間力」を兼ね備えた職業人

を育成し、国際社会に輩出することが当校の使命であり、社会貢献でもある。

そのためにも文部科学省の「職業実践専門課程」の認定を受けるレベルとな

り、企業と車の両輪のごとく学校運営を行っていくことがこれからの課題で

あり、大きな試金石になる。そして日本で名実ともにグローバルビジネスス

クールとしての地位を占めたいと考えている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 



6 

 

2-4 （1/1） 

2-4 │ ╘╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

2-4-1 学校の目的、目標

に基づき、学校運営方

針は明確に定められて

いるか 

5 

『2015 年－2017 年度中期計

画』において学校運営方針は

目的、目標に基づき明確に定

められている。 

『2015 年－2017 年度中期計

画』において戦略目標・数値

目標・KPI を策定し、その戦

略マップに基づいて学校運

営方針を定めている。 

繁忙期になると日常の忙し

さに埋没してしまいがちに

なるので、毎週の定例会議で

原点に立ち返る振り返りが

必要である。 

『2015－2017 年度中期

計画』 

2-4-2 学校運営方針は

きちんと教職員に明示

され、伝わっているか 4 

幹部会議で承認された『2015

－2017 年度中期計画』を本

校の定例会議で常勤全教職

員に詳細に明示し、伝えてい

る。 

会議で説明し、ファイルサー

バーにも保存をしていつで

も閲覧できるようにしてい

る。 

部署を超えてのシナジー効

果をどう生み出すかが課題

である。 
『2015－2017 年度中期

計画』 

2-4-3 学校運営方針を

基に、各種諸規定が整

備されているか 4 

学校法人 ISI 学園としての諸

規定はほぼ完璧に整備され

ているが、本校内の各種内規

については未整備のものも

ある。 

特に教務規定等に関わる諸

規定が未整備であり、一つ一

つ部署間で協議し、新たに規

定を作成するという状況で

ある。 

未整備の部分の諸規定を作

成し、ファイルサーバーに保

存をし、職員がいつでも確認

できるようにする必要があ

る。 

修業規則、人事考課規

定、給与規定、承認ルー

ト図、年間行事予定、各

種会議日程、戦略マップ

等。 
* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 学校運営方針を一人一人の教職員が腑に落とし、日々の教育業務にあたる

ことは至極当然のことである。学生に対する中立性・公平性を保つ見地から

も私ども教職員の行動規定となる「法律」をすべてきちんと整備することは

急務の課題である。そのためにも若干弱いと思われる教務等に関する諸規定

を整備することは最優先事項として進めなければならない。 

 日本人学生だけでなく外国人留学生が多数在籍する本校としては、学校運

営方針を多文化共生教育の視座からも考えなければならない。日本人学生に

は適用されない「出入国管理及び難民認定法」を順守しなければならないた

め、そのことも念頭に置いた学校運営方針を必要とする。そして諸規定も外

国人留学生にわかりやすくわかりやすい日本語で作成するなどの工夫が必要

である。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 

 



7 

2-5 （1/1） 

2-5 │ ╘╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

2-5-4 学校の目的、目標

を達成するための事業

計画が定められている

か 

3 

バランススコアカードに基

づいた戦略マップに沿って

事 業 計 画 年 間 ス ケ ジ ュ ー

ル・個人目標を設定してい

る。学校の目的、目標を達成

するための事業計画が定め

られている。 

『2015－2017 年度中期計

画』に基づいて学校の目的、

目標を達成するための事業

計画を個人目標レベルにま

で落とし込んでいる。そして

年間スケジュールに沿って

事業計画を進めている。 

教育の質向上と本校のブラ

ンド力強化のため、カリキュ

ラム改革に着手する必要が

ある。同時にシラバスの充

実、コースデザインの見える

化も重要な課題である。 

 

『2015－2017 年度中期

計画』 

『2016 年度新カリキュ

ラム（作成中）』 

『年間スケジュール』 

2-5-5 学校は事業計画

に沿って運営されてい

るか 

3 

本校の教育活動すべてが事

業計画に沿って運営しよう

とはしているが、マンパワー

と教職員の経験値からスム

ーズで尚且つ 100％以上の評

価とはならない。チームビル

ディングの必要性もあり。 

事業計画に沿って運営しよ

うとしているが、日常の忙し

さに埋没してしまい、ルーチ

ンワークをこなすのに精い

っぱいになる時期もある。個

人の努力で運営をするので

はなく、チームで運営してい

くことが重要である。 

事業計画に沿って学校運営

をするには、非常勤講師をも

巻き込むことが大切である。

日々の授業で学生たちと接

する時間の長い非常勤講師

の先生が実行力をもってし

て運営に携わるガバナンス

を強化することが大事であ

る。 

『2015－2017 年度中期

計画』 

『2016 年度新カリキュ

ラム（作成中）』 

『年間スケジュール』 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 実際に事業計画に沿って学校運営する際に、どうしても日常の忙しさに埋

没し、目先の仕事を片づけることに一所懸命になってしまうきらいがある。

学校の目的・目標を達成するための事業計画をきちんと立て、その事業計画

にそって運営するためには、現行の毎週行っている定例会議の場で、点検す

る時間を敢えて設ける必要がある。 

 学校の目的、目標を達成するために事業計画を定め、個人目標にまで落と

し込んで学校の発展のために個人が努力するような仕組みを構築している

が、日々のルーチンワークに埋没され、振り返りもままならない状況ではあ

る。この状況を打破するためにも毎週の定例会議を活用し、事業計画に沿っ

て運営されているか点検する時間が必要だと思われる。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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2-6 （1/1） 

2-6 ╛ │⁸ ⌂╙─⌐⌂∫≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

2-6-6 運営組織図はあ

るか 

5 

運営組織図はきちんと作成

されており、グループウェア

でいつでもだれでも確認で

きるようになっている。 

グループウェアに保存され

ている。 

特になし 組織図 

2-6-7 運営組織や意思

決定機能は、学校の目

的、目標を達成するた

めの効率的なものにな

っているか 

5 

理事会は定期的に開催され

ており、運営組織・意思決定

機能は学校の目的・目標を達

成するための効率的なもの

になっている 

理事会の有効的な機能 特になし 組織図 

2-6-8 組織の構成員そ

れぞれの職務分掌と責

任が明確になっている

か 

5 

職務分掌表で教職員一人一

人の職務分担が明確になっ

ている。 

職務分担表をファイルサー

バーに保存し、常に確認でき

るようにしている。 

特になし 職務分担表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 運営組織や意思決定機能は効率的なものになっている。学校法人としての

理事会機能も活発に機能しており、本校の運営組織も職務分担表に基づいて

一人一人の役割が明確になっている。 

 学校法人 ISI 学園として理事会機能は活発に機能しており、隔月で専門学

校事業戦略会議も開催し、組織図や職務分担表が絵に描いた餅で終わらない

ように幹部レベルで意思決定機能を活性化させている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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2-7 （1/2） 

2-7 ╛ ≢─ ⌐ ∆╢ │ ↕╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

2-7-9 学校運営に必要

な人材の確保と育成が

行われているか 2 

教職員の入れ替わりが激し

かったため、学校運営に必要

な人材の確保と育成に支障

をきたしてきた。 

1 年以上本校で経験がある教

職員が 4 名しかいない。 

すべての教職員が本校で長

いキャリアを積めることが

できるよう諸々の環境整備

をする必要がある。 

特になし 

2-7-10 人事考課制度は

整備されているか 

 5 

人事考課制度は整備されて

いる。 

人事考課制度はグループウ

ェアでいつでも閲覧できる

ようになっている。 特になし 人事考課制度 

2-7-11 昇進・昇格制度

は整備されているか 

5 

昇進・昇格制度は整備されて

いる。 

人 事 考 課 制 度 に 詳 細 に 昇

進・昇格制度が記載されてお

り、グループウェアでいつで

も閲覧できるようになって

いる。 

特になし 人事考課制度 

2-7-12 賃金制度は整備

されているか 

5 

給与規定に定められている。 給与規定がきちんと定めら

れており、グループウェアで

いつでも閲覧できるように

なっている。 

特になし 給与規定 

2-7-13 採用制度は整備

されているか 

5 

採用制度は整備されている。 ISI グループのホームページ

上で「求める人材」として 5

項目の条件を明示している。 

履歴書・職務経歴書による書

類審査を通過すれば web に

よる適性検査を行う。その後

面接により「求める人材」に

合致するか採用可否を決め

る。 

ホームページに掲載し

ている「求める人材」 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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2-7 （2/2） 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

2-7-14 教職員の増減に

関する情報を明確に把

握しているか 5 

教職員の増減に関する情報

を明確に把握している。 

豊島区に教職員の異動があ

った場合、採用届・解職届を

提出しなければならず、教職

員名簿も併せて提出しなけ

ればならないため。 

特になし 豊島区提出書類 

 

 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 学校法人 ISI 学園並びに ISI グループでは、人事や賃金での処遇に関する

制度は整備されている。また学園で使用しているグループウェアにそれら諸

規定が保存されており、いつでもだれでも閲覧できるようにしている。採用

制度については、「求める人材」をホームページ上で 5 項目に渡って詳細に記

述しており、書類・web 適性検査・面接・模擬授業等で可否を決定する。 

人事や賃金での処遇に関する制度は、ISI グループ全体で整備されている。

本校が属する学校法人 ISI 学園もその規定に則り、運用されている。ISI グ

ループ全体で活用しているグループウェアに諸規定が掲載されており、いつ

でもだれでも閲覧できるようになっており、確認も容易にできるようになっ

ている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 

 

 



11 

2-8 （1/1） 

2-8 ◦☻♥ⱶ│ ↕╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

2-8-15 意思決定システ

ムは確立されているか 

5 

最終的な意思決定システム

は理事会であるが、細かな学

校運営に関する意思決定は

毎週行われる定例会議でな

されている。 

毎週行われる定例会議で審

議事項を討議し、最終的に校

長の承認を得るシステムが

確立されている。 

定例会議が毎週なので意思

決定のスピードを上げる必

要はあるかもしれない。 

特になし 

2-8-16 意思決定プロセ

スのポイントとなる仕

組み(会議等)が制度化

されているか 
5 

意思決定のプロセスのポイ

ントとなる仕組みは制度化

されている。 

毎週行われる定例会議で審

議事項を常勤教職員全員で

討議し、最終的に校長の決済

をいただいて意思決定する

仕組みが制度化されている。 

会議は制度化されているが、

毎週 1 回なのでこの意思決定

のプロセスのスピードを上

げる必要はある。 

特になし 

2-8-17  意 思 決定 の 階

層・権限等は明確か、

学校運営に必要な人材

の確保と育成が行われ

ているか 

4 

理事会←幹部会議←専門学

校事業戦略会議←常勤教職

員定例会議という階層・権限

が明確にされている。 

明確に文書で示されている

わけではないが、左記の階層

に加え、グループウェアで上

長の承認を得るシステムも

確立している。 

学校運営に必要な人材の確

保と育成が現在焦眉の課題

である。教職員の定着と着実

にスキルアップしていく仕

組みとを必要とする。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 意思決定システムはかなり高いレベルで確立されており、会議の階層とグ

ループウェアでの承認ルートとリアルと web 両方で諸々の意思決定・承認の

システムが構築されている。学校運営に関する意思決定も毎週行われる常勤

教職員会議で審議事項を討議し、校長の決済を得て意思決定をする仕組みが

確立されている。 

 学校運営に必要な人材の確保と育成は焦眉の課題であり、常勤教職員の定

着と着実なスキルアップを底上げする仕組みが必要である。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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2-9 （1/1） 

2-9 ◦☻♥ⱶ ⌐╟╢ ─ ⅜ ╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

2-9-18 業務効率化を図

る情報システム化がな

されているか 5 

一つは学園内グループウェ

アを最大限に活用しており

業務効率化が図られている。

もう一つは教務系でスクー

ルリーダーを活用している。 

グループウェアの活用とス

クールリーダーの活用によ

る情報システム化がなされ

ている。 

スクールリーダーの活用に

ついて教職員間の温度差が

ある。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 勤務管理や交通費精算から稟議書までありとあらゆる業務をグループウェ

アを活用し、情報システム化による業務の効率を図っている。教務系ではス

クールリーダーを活用し、学生の基本情報・出席率・成績を一元管理し、業

務の効率化を図っている。広報・募集系では AOL というシステムを活用し

ており、学園内で情報システム化等による業務の効率化を図っている。 

 グループウェアはあまり教職員間の温度差なく標準化されてきているが、

スクールリーダーに関しては若干教職員間の温度差があり、その作業におい

ては標準化を図るマニュアルがあったほうがいいかもしれない。広報・営業

で使用している AOL は使用権限を与えられた者だけ使えるようにしている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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ה  ה ⌂  

 専修学校専門課程は言うまでもなく業界のニーズに応えた職業人を世に輩

出することを至上命題としており、社会貢献に資することをその目的として

いる。 

 各学科の教育目標、育成人材像は学校法人 ISI 学園の教育理念、本校の教

育方針に沿って明確に定めている。キーワードはグローバルであり、「国際

力」、「専門力」、「人間力」の三つの力を伸ばすことをその根底に置いている。 

 この三つの力を身につけるためカリキュラムは学科ごとに体系的に編成さ

れている。そして学科の各科目がカリキュラムのなかで適正な位置づけをな

されているか検証し、改善を行うためのカリキュラム会議も実施されている。

これからの構想としては「職業実践専門課程」認定を見据え、企業と合同で

カリキュラム会議を開催し、より企業連携を深め、業界のニーズにより応え

たカリキュラムを編成することにある。 

 授業評価の実施や評価体制はグループ全体で取り組んでおり、7 月と 1 月

に授業内容や授業を行う講師、学校生活に関することなどのアンケートを行

っている。このアンケート結果をもとに、育成目標に向け授業を行うことが

できる要件を備えた教員の確保に努めている。もちろんその際にはただ単に

優秀な教員を確保するのではなく、学校法人 ISI 学園並びに本校の教育理念、

教育方針に共感していただき、いっしょに汗を流してくださる教員を確保す

るように気を付けている。 

 成績評価・単位認定の基準は明確になっており、単に試験の素点だけで評

価するのではなく、素点+出席点+平常点と係数を掛けて成績評価するように

している。単位認定も評価が A～D は合格であり、E は不認定としている。 

 資格取得の指導体制であるが、外国人留学生が 90％以上を占める特色上、

日本語能力試験 N1、N2 合格に向けたカリキュラムを編成している。また英

語に関しては TOEIC800 点以上を目標に英語力を伸ばせられるよう、ネイテ

ィブの講師も多数活用し、教育活動を展開している。普段の教育活動は学校

の肝となるため、常に点検・検証を行い教育の質的向上を図れるよう教務が

中心となって非常勤講師をまとめ、けん引する役割を担っている。 

 本校ではグローバルビジネス学科と国際コミュニケーション学科があり、

グローバルビジネス学科にはグローバルビジネスコース、国際コミュニケー

ション学科には英語キャリアコース、大学・大学院進学コース、日中医療通

訳コースがある。 

 

 グローバルビジネス学科では GBC（グローバルビジネスカレッジ）のメン

バー校として参加しており、グローバルビジネスコースに在籍する学生を対

象としている。GBC は全国複数の専門学校が参画し、グローバル人材育成を

目的とする新しいプログラムを展開している。その教育理念は「実践的英語

力」「国際理解と異文化コミュニケーション」「経営戦略・起業家精神」を柱

とし、即戦力のグローバル人材を育成するために最適地であるシンガポール

への留学が組み込まれている。シンガポールの MDIS と本校は学術交流協定

を締結しており、MDIS で取得した単位は本校単位へと互換されるので、プ

ログラム終了時には本校の卒業証書並びに専門士の称号を取得することがで

きる。 

 

 英語キャリアコースでは「実践的英語力」「異文化理解」「コミュニケーシ

ョン力」を三つの柱とし、卒業後は外資系の企業への就職や日本でグローバ

ル企業への就職を目指している。母語と日本語、そして実践的な英語力を身

につけることでグローバル人材としての市場価値を高めることが、職業人養

成を使命とした専修学校の責務であり、社会貢献に資することだと考える。 

 

大学・大学院進学コースは留学生予備校としての地位を確立すべく抜群の進

学実績を誇れるよう充実したカリキュラムを編成している。 

 

日中医療通訳コースは、医療通訳士として日本の医療機関で活躍できるよう

医療知識、確かな通訳能力、高いホスピタリティを兼ね備えた人材育成を行

っている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 



14 

 

 

3-10 ─ ⁸ │⁸∕─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐☼כ♬ ↑≡ ⇔ↄ ↑╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3- 10- 1 各学科の教育

目標、育成人材像は、

その学科に対応する業

界の人材ニーズに向け

て正しく方向付けられ

ているか 

4 

在校生の圧倒的多数を外国

人留学生が占めており、業界

のグローバル人材を求める

ニーズに向けて正しく方向

づけられている。 

グローバル人材を求める業

界の人材ニーズに応えるべ

く、GBC（グローバルビジネ

スカレッジ）のメンバー校と

して参加している。 

英語キャリアコースや日中

医療通訳コースでは、まだま

だ業界の人材ニーズに応え

る余地が残されており、更な

る業界との密な連携が求め

られている。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校の是としている「グローバル人になる」という教育目標は、東京にお

いて年々高まる業界からのグローバル人材ニーズを受けてのものである。単

に語学力を身につけさせるだけでなく、国際力・専門力・人間力を兼ね備え

た即戦力を育成し、業界のニーズに応えることを使命としている。そのため

にもカリキュラム改革と企業との密な連携を推し進めているところである。 

 外国人留学生が圧倒的多数を占める本校では、業界からのグローバル人材

ニーズに応えるべく外国人留学生のグローバル人材としての育成が至上命題

となっている。業界が求めるグローバル人材のレベルが年々高まっているこ

ともあり、カリキュラムの改革や企業との密な連携など、教育の質向上をし、

業界からのニーズにより一層応えられるよう努力している。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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3-11 （1/1） 

3-11 ─ ⁸ ╩ ∆╢ ⁸ ⁸ │⁸ ─ ⌐ꜟⱬ꜠☼כ♬ ╠⇔≡⁸╕√ ─ ╩

⇔≡⁸ ∆╢↓≤⅜ ⌂꜠ⱬꜟ≤⇔≡⁸ ⌐ ╘╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3- 11- 2 各学科の教育

目標、育成人材像を養

成する知識、技術、人

間性等は、業界の人材

ニーズレベルに照らし

て、また学科の教育期

間を勘案して、到達す

ることが可能なレベル

として、明確に定めら

れているか 

3 

 到達することが可能なレ

ベルを定める前提として、本

校の多数を占める外国人留

学生の日本語能力の問題が

ある。またグローバルビジネ

スコースや英語キャリアコ

ースでは、日本人学生も含め

て英語能力の問題もある。 

日本語科目の定期試験の結

果、日本語能力試験の N1 合

格率、英語科目の定期試験の

結果、TOEIC 等英語試験の

結果等。 

本校の多数を占める外国

人留学生がグローバル人材

として世に輩出するために

は、当然母語以外に確かな日

本語能力（N1）が求められ

る。 

またグローバル人材とし

て必須である英語コミュニ

ケーション能力については

TOEIC800 点以上を目標に

習熟度別クラスを設ける必

要がある。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校では在校生のほとんどを外国人留学生が占めるが、業界のグローバル

人材を求めるニーズとして、まずは日本語能力試験 N1 レベルの確かな日本

語能力が求められている。そして加えてグローバル人材には必須の英語コミ

ュニケーション能力も求められる。この英語コミュニケーション能力も学生

間のレベル差が激しく、まずは習熟度別のクラスで学生のレベルに合ったカ

リキュラム編成が必要である。 

 母語、日本語、英語の 3 言語の確かなコミュニケーション能力が業界が求

めるニーズである。このニーズに応え、社会貢献に資することが本校の使命

である。 

 本校の特徴でもあり、特色、特殊な事情でもあるのが外国人留学生主体の

学校であるということである。進路指導において困難を極めるのがその外国

人留学生の日本語能力と英語能力である。入学試験で選抜しているが、やは

り高レベルな学生集団を全体形成するまでには至っていない。 

 業界が求めるグローバル人材育成のニーズは単に外国人留学生だから採用

するという単純なものではなく、ビジネス知識や業務スキルはもちろんのこ

と、世界を舞台に活躍できる外国語のコミュニケーション能力が求められる。

そういった観点から本校ではカリキュラム改革を断行し、より教育の質向上

を図る。そしてハイレベルなグローバル人材集団の育成に努める。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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3-12 （1/1） 

3-12 ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ⌐ ↕╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 

4 

 学科のカリキュラムは業

界のニーズに応え、職業人と

して即戦力で社会貢献でき

るよう編成されている。 

 学校案内書や学則に示さ

れているカリキュラム、時間

割例等。 

学生の習熟度にばらつき

があるため、学習効果を高め

るためには習熟度別のクラ

スを設ける必要がある。 

学校案内、学則（カリキ

ュラム一覧） 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 
3 

 グローバルビジネス学科

では株式会社グローバルビ

ジネス戦略総合研究所の意

見を反映した特色あるカリ

キュラムとなっている。 

学校案内書に示されてい

る。 

 英語のコミュニケーショ

ン力を伸ばしてグローバル

人材として育成することが

目的だが学生の習熟度の差

が大きい。 

学校案内 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか 3 

 教務主任を中心に各コー

スの担当者で会議を開き、カ

リキュラム編成をする体制

になっている。 

カリキュラム会議の開催 

 常に時代の変化と業界の

ニーズに対応するため、教育

的質の向上を目指して学則

変更（カリキュラム改革）を

している。 

特になし 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 4 

 2015 年度も教育的質の向

上を目指して後期より大幅

なカリキュラム改革を行う。 
カリキュラム会議の開催と

学則変更 

時代の変化を読む力と業

界のニーズに応えられる職

業人育成カリキュラムを組

織としてどう敏感にキャッ

チするかが重要。 

学則 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 カリキュラムは各コースごとにコース長を任命し、シラバスの作成とコー

スデザインをお願いしている。コース長はその学習分野で十二分に経験を積

んできた方であり、その方が作成したシラバスやコースデザインは尊重しつ

つ、教務主導で時代の変化や業界のニーズに応えられるカリキュラムを体系

的に改革・編成できる体制となっている。 

 外国人留学生が多数を占める本校では特にグローバルビジネスコースと英

語キャリアコースでの受験時の選抜が非常に重要である。業界が求めるニー

ズに応えるためにも、入学後ハイレベルなグローバル人材集団を育成する必

要があるからである。そのためにも学生に合わせたカリキュラムではなく、

教育的質の向上に学生を合わせる発想の転換が必要である。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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3-13 （1/1） 

3-13 ─ │⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ≢ ⌂ ≠↑╩↕╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-13-7  学 科 の各 科 目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 
4 

 学科の各科目は、カリキュ

ラムの中で適正な位置づけ

をしている。 

 コースデザインがあり、シ

ラバスがあり、カリキュラム

があって初めて各科目の適

正な位置づけがされるから

である。 

 常に学生の理解度と満足

度を検証する必要がある。効

果性と成果性を測り、各科目

が本当にグローバル人材育

成に寄与しているか。 

時間割、カリキュラム 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 
4 

 各コースのコース長が作

成した指導内容、方法等を示

したシラバスがが作成され

ている。 

各コースのコース長が作成

した指導内容、方法等を示し

たシラバスがファイルサー

バーに保存されており、いつ

でも閲覧できる。 

 学生配布用のシラバスの

作成も必要であると感じる。

特に学生向けには評価方法

も明記したものが望まれる。 

シラバス 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 
2 

 各科目の一コマの授業に

ついてのシラバスは講師任

せになっている状況がある。

教案やシラバスのチェック

体制が確立できていない。 

各科目の一コマの授業につ

いて提出も求めていないし、

授業後にファイリングする

管理体制も取っていないた

め。 

 各科目ごとに授業ファイ

ルとして、シラバスを綴じる

ような仕組みが必要である。

またそれをチェックする機

能も必要である。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 学科の各科目はカリキュラムの中で適正な位置づけをされているかについ

て、それぞれのコースの到達目標を明確にしたシラバスは作成されている。

しかし各科目の一コマの授業について、教務が主体性を持って作成依頼・保

管・チェック・管理までの機能は果たせていない。 

 教務主任を中心に教務でカリキュラム編成、コース長のシラバス作成と形

は整いつつあるが、それを授業一コマ一コマに活かしきれているかというと

まだまだ不十分な点はある。一人一人の講師の授業シラバスを保管し、教務

がチェックを入れ、管理をする仕組みが求められていると考える。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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3-14 （1/1） 

3-14 ─ │№╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-14-10 学生による授

業評価を実施している

か 5 

 年に 2 回 7 月と 1 月に学生

満足度アンケートを実施し、

学生による授業評価を実施

している。 

年 2 回実施している学生満

足度アンケートに授業評価

の項目もある。 

学生の各授業に対する満

足度を講師の方にフィード

バックする仕組みを整え、よ

り効果性の高いものにする

必要がある。 

学生満足度アンケート

調査結果 

3-14-11 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につ

き学科や学校として把

握・評価する体制があ

るか 

3 

校長や教務主任が不定期

で授業の様子をチェックし

ているが、それをチェックリ

ストに基づいて学校として

把握・評価する体制づくりに

までは至っていない。 

授業見学で各講師の授業内

容の設計や教授法等の現状

について把握に努めている。 

講師一人一人の授業内容

設計、教授法等の現状につい

て統一した様式で把握をし、

学校としてきちんと人事考

課を行う仕組みづくりが必

要である。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 年に 2 回学生による満足度アンケートを実施しており、その中に授業評価

を測る項目もある。本校はその結果がやや低いので、これを改善すべく全ク

ラス担任制を敷き、教育の質的向上を図るためカリキュラム改革を断行する。 

 講師の授業設計や教授法等の適否については、まず統一されたフォーマッ

トで、各講師の授業を公平に評価する体制づくりがまず必要である。 

 学生満足度アンケートでは本校は総合で 70％台であり、他のグループ校が

みな 80％以上であるのに比べて低い数値結果となっている。この満足度を上

げるためにも教育の質的向上を目指したカリキュラム改革を断行する。 

 講師の授業運営に関する管理については、統一された様式で授業見学→チ

ェック→フィードバック→教務主導による講師の教育力向上→人事考課とい

う仕組みが不可欠であると考える。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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3-15 （1/3） 

3-15 ⌐ ↑ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢ ╩ ⅎ√ ╩ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-15-12 学科の育成目

標に向け授業を行うこ

とができる要件（専門

性・人間性・教授力・

必要資格等）を備えた

教員を確保しているか 

3 

 すべての教員が専門性・人

間性・教授力を満たしている

とは言えないのが現状認識

である。「人間力」を掲げる

当校としては、この人間力を

兼ね備えていることを重要

視している。 

学生からの指摘、声 教員を採用する際に適性

検査である程度人間性を測

るようにしているが、専門性

や教授力も的確に把握でき

るよう模擬授業の評価シー

トの内容を充実させたい。 

特になし 

3-15-13 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 
3 

様々な社会経験を持つ教

員を採用しており、専門性の

レベルは保つように努力し

ている。しかし業界レベルに

十分対応できている教員は

まだまだ不十分である。 

 学生満足度アンケート 当校のようにグローバル

人材を育成する専修学校と

しては、日々変化の激しいグ

ローバル社会の変化を敏感

にキャッチし、それを日々の

授業に還流するようにする。 

特になし 

3-15-14 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか 
2 

 教員の専門性を教務が主

体的に把握、評価する仕組み

がまだ存在していない。授業

見学でどういった授業内容

か見学するものの、評価をし

ていない。 

 教員の専門性を適宜把握

し、評価していないという実

態 

まずは教員の専門性を適

宜把握するために、教務によ

る授業計画をスケジュール

化する。そしてその上で共通

の様式に評価を記入し、教員

にフィードバックをする。 

特になし 

3-15-15 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか 

2 

 外部研修への参加は当校

だけでなく ISI グループ全体

として積極的に推進してい

るが、専門性を向上させる研

修は行えていないのが現状

である。 

 教員の専門性を向上させ

る研修は行えていない。 

 ISI グループとして外部研

修への参加は積極的に推進

している。この研修で専門性

を高められる場合もあるが、

当校として教員の専門性を

高める研修計画を立てる必

要がある。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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3-15 （2/3） 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-15-16 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を適宜把握し、

評価しているか 
2 

 教員の教授力を適宜把握

するためには定期的な授業

見学や教案チェックが必要

だが、現状は不十分で評価体

制もない。 

定期的な授業見学の仕組み

と評価・フィードバック体制

がない。 

 教員の教授力把握のため

定期的な授業見学と教案・シ

ラバスチェックを行う必要

がある。そしてそれを人事考

課に反映させる仕組みが必

要。 

特になし 

3-15-17 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 
2 

 当校で教員の教授力を向

上させる研修を行えていな

いのが現状である。採用直後

の教務研修は実施している。 

採用直後の教務研修は実施

しているが、教授力を向上さ

せる研修については行えて

いない。 

 非常勤講師も含めた全教

員の教授力を向上させるこ

とは教育の質的向上に大き

く貢献する。定期的な研修会

を持つ必要がある。 

特になし 

3-15-18 教員間(非常勤

講師も含めて)で適切

に協業しているか 4 

 常勤の教員間ではカリキ

ュラム改革等の協業が適切

になされているが、非常勤講

師を巻き込んでの協業まで

には至っていない。 

 2015 年度後期からカリキ

ュラム改革を行い、教育の質

的向上を図るため常勤教員

間で協業している。 

 非常勤講師を巻き込んで

協業するのが全体の底上げ

につなるので、講師会議を現

行の回数以上に開催する必

要がある。 

特になし 

3-15-19 非常勤講師間

で適切に協業している

か 

3 

 非常勤講師間の適切な協

業は自然発生的に生まれる

ものではないので、その環境

を教務が整えなければなら

ない状況である。講師会議は

年に 2 回行っており、コース

毎に分科会も持っている。 

 前述のとおりであり、現在

非常勤講師間で適切に協業

する回数があまりにも少な

いため。 

 全体講師会議を教務主催

で開催し、その後分科会とし

てコースごとに非常勤講師

間の協業を行っているが、こ

の頻度を増やして、チームで

クラスの授業を行っている

という体制にする必要があ

る。やはり月に 1 回の非常勤

講師間の協業環境を整える

ことが求められる。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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3-15 （3/3） 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-15-20 非常勤講師の

採用基準は明確か 

5 

 非常勤講師を採用する際

に面接・模擬授業を実施して

おり、「面接・模擬授業評価

表」によって明確にしてい

る。 

 「面接・模擬授業評価表」

により採用基準を明確にし

ている。  特になし 面接・模擬授業評価表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 育成目標に向け授業を行える要件を備えた教員の確保は、本校の中核をな

す最重要項目の一つと考える。育成目標を達成すべくカリキュラム改革を行

い、教育の質的向上を図るため教員採用、非常勤講師採用においても面接・

模擬授業評価表に基づいて一定のレベル以上をなす人を採用するよう徹底し

ている。 

 本校の特徴として外国人留学生が多いということがある。そのため外国人

留学生に教授経験がある教員、非常勤講師の採用が望ましい。外国人留学生

に教授経験がなくとも、異文化を理解し、多様性を尊重する姿勢を持った教

員、非常勤講師を採用するようにしている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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3-16 （1/1） 

ה 3-16 ─ │ ⌐⌂∫≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-16-21 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか 5 

定期試験の素点、出席点、

平常点をそれぞれ係数を掛

け、総合点を算出し、成績評

価、単位認定を行う基準を明

確にしている。 

 定期試験終了ごとに前述

の基準でもって総合評価を

行い、成績評価・単位認定を

行っている。 

 しいてあげるならば、各科

目の定期試験の難易度を標

準化し、各科目間で素点の平

均点のばらつきが極力出な

いようにする工夫が必要。 

特になし 

3-16-22 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 
2 

 グローバルビジネス学科

のシンガポール留学プログ

ラムに関しては明確な基準

を持っているが、国際コミュ

ニケーション学科ではまだ

不十分である。 

本校の特色として外国語に

関するコースを有しており、

海外留学の際にその留学先

と協定を結び、単位互換に関

する明確な基準がまだ不十

分であるため。 

 海外留学を本校の目玉に

していることもあり、海外の

高等教育機関と協定を結び、

単位互換の提携校を増やす

ことが本校の教育の質的向

上につながると考える。 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 成績評価・単位認定の基準は明確になっており、単位認定される A～D、

単位不認定は E と定めている。定期試験の素点、出席点、平常点に係数を掛

けた総合評価で成績評価している。課題としては科目間の難易度の標準化で

ある。単位互換に関する基準については、本校の特色上海外の高等教育機関

と協定を結ぶことが今後の課題としてある。 

 本校は外国人留学生が多数を占めるので成績評価については、入学時のオ

リエンテーションでその基準を周知徹底している。また日本人学生について

は海外留学を希望する者も多数いるので、海外の高等教育機関と単位互換に

関する協定校を増やす必要がある。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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3-17 （1/1） 

3-17 ─ │№╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

3-17-23 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 4 

 ビジネス・語学・進学と大

きく三つのコースがあるが、

どのコースも検定試験や資

格試験を目標とし、カリキュ

ラムにその対策授業を盛り

込んでいる。 

日 本 語 能 力 試 験 N1 や

EJU、TOEIC、医療通訳士

技能検定試験等、各検定、資

格試験対策の授業を盛り込

んでいるため。 

課題はやはり合格率等、各

検定、資格をクリアした学生

の比率をもっと上げること

である。そのためにも習熟度

別に検定対策授業の充実が

図られる必要がある。 

時間割 

3-17-24 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 4 

 グローバル人材育成を理

念として掲げ、外国人留学生

が多数を占める本校では、業

界のニーズに応えるために

も 特 に 日 本 語 能 力 試 験 や

TOEIC に力を入れ、取得サ

ポートを行っている。 

各コースに日本語能力試験

対策を設け、外国人留学生の

資格取得をサポートする教

育内容にしているため。 

課題はサポートできる教

育内容をもっと充実させる

ことである。そのためにもや

はり能力別・習熟度別で資格

取得のサポートができる教

育内容に大胆に改革する必

要があると思われる。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 専修学校の使命は、業界のニーズに応える職業人を育成することにあると

考える。そのためには日本人学生・外国人留学生の別なく、業界が求めるグ

ローバル人材の指標となる検定や資格取得を全面的に支援しなければならな

い。本校では圧倒的多数が外国人留学生のため、日本語に関する検定合格に

力を注いだカリキュラムになっており、 

 業界のニーズに応えるためにも資格取得は大変重要な要素だと考えてい

る。各コースごとに目標とする資格を明確に定め、その目標達成に向けたカ

リキュラム編成は至極当然のことである。一方学生のレベル差の問題から資

格対策の授業運営が難しくなっていることも事実である。これらの問題はな

るべく習熟度別の対策を行うことで解決を図っていきたい。そして外国人留

学生にとっては JLPT の N1 合格や EJU での高得点など、特殊な事情もある

ことから引き続き内容の充実をしていきたい。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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ה  ה ⌂  

 何度も繰り返しているが、専修学校は業界のニーズに応える職業人を育成

し、世に輩出することで社会貢献に資することが使命だと考える。特に本校

のように外国人留学生が圧倒的多数を占める学校では、社会のグローバル人

材の需要に対応できる職業人育成が教育活動の中心となる。そして本校のブ

ランド力をアップする大きな鍵を握るのが、卒業者就職率であり、求職者就

職率である。 

 この就職率を上げるため、本校では 1 年次より準備を進めている。具体的

にはキャリアセンターという部署を設け、キャリアセンター職員を中心に就

職支援を行っている。 

1 年次にはキャリアセンターによる個別進路指導を年に 2 回実施し、就職

希望者との個人面談を行っている。個人面談の内容は、就職活動ガイダンス、

就職目標設定、授業での就職指導概要説明、資格取得について、web エント

リーの仕方、目標業界・企業の選定、具体的なスケジュールの検討等である。 

これが 2 年次になると個別進路指導を月に 1 回行い、外部のガイダンスへ

の積極的参加や各種説明会・合同説明会への参加、履歴書指導、模擬面接等

を行っている。こうして就職率を向上させるよう不断の努力をしている。 

また授業では、コミュニケーション力強化、業種・業界研究、企業研究・

企業分析・財務分析、一般常識・時事問題、経営管理の動向・企業が求める

人物像の分析、SPI 対策、面接対策・ビジネスマナー、コミュニケーション

力強化、履歴書・エントリーシートの書き方等を実施している。 

もちろんこれらの授業以外に専門の授業で、業界が求める即戦力としての

専門知識とスキルを身につけられるようカリキュラムを編成している。今後

はこれまで以上に企業との連携を深め、企業実習も積極的に推し進め、企業

とのマッチングを進める必要がある。 

そして退学率の軽減を図るために、入学者選抜試験の段階で圧倒的多数を

占める外国人留学生には来日の目的、本校の志望動機を中心に真に勉学意欲

の高い者を選抜するように努めている。 

 本校の特殊な事情として外国人留学生が圧倒的多数を占めているという現

状がある。そのため日本のいわゆる「就活」というものはどんなものなのか

ということから理解させなければならない。それは服装や身だしなみから始

まり、挨拶の仕方、履歴書・エントリーシートの書き方等々、まったく異文

化である日本の就職活動に慣れさせることから始まる。 

 また文化の違いについても指導する必要がある。ある国ではとにかく面接

時に自己 PR をすればするほどよい、面接官の質問以外のことも話し続けれ

ばよい、給与面や福利厚生について質問すればするほどよい、思い切り自己

主張をしたほうがよいといった文化の違いである。これを「日本ではこうし

たほうがいい印象を与える」ということを懇切丁寧に始動し、日本の企業が

求めるグローバル人材の職業人として育成することが肝要である。 

 そして外国人留学生だからということもあるが、企業が一番気にする日本

語能力の向上も大きな課題である。単に日本語が話せるということだけでは

なく、話し、聞き、読み、書くという総合力を向上させ、コミュニケーショ

ン能力を身につけさせることが重要である。目安としては JLPT N1 合格と

いう目標を掲げ、直前対策等も行ったりしている。 

 それから日本語能力以外に英語も重要な位置を占めている。業界が求める

グローバル人材として、英語ができる人材を求める傾向があり、母語＋日本

語＋英語という 3 言語に長けた人材を育成しなければならない。そのことか

ら本校では就職率を上げるために、就活指導はもちろんのこと、日本語と英

語のコミュニケーション力アップ、そして専門知識・スキルの習得をカリキ

ュラム化し、業界が求めるグローバル人材育成に力を入れている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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4-18 ( ה ה )─ ⅜ ╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

4-18-1 就職率(卒業者

就職率・求職者就職

率・専門就職率)の向上

が図られているか 

4 

 個別進路指導、就職のため

の授業、日本語能力、英語コ

ミュニケーション力の向上

を目指したカリキュラム等

を有機的に連関させ、キャリ

アセンター主導の下、就職率

の向上を図っている。 

 外国人留学生にとっては

日本の就活に慣れるまで、そ

して異文化理解をするまで

時間がかかるので 1年次より

就職支援を行っている。 

キャリアセンターの就職率

向上のための諸活動。並びに

カリキュラムとの有機的連

関。 

 課題はやはり本校の圧倒

的多数を占める外国人留学

生の就職率アップである。日

本の「就活」が母国の文化と

あまりにも違いが大きいた

め、日本の就活に慣れさせる

までが大変である。そして日

本語能力と英語力である。こ

ういったことから日本人学

生以上にきめ細やかな就職

支援が求められている。 

学校案内 

4-18-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 3 

 キャリアセンターで個別

面談記録を作成し、校内で回

覧をしている。就職成果につ

いてはその都度全体での情

報共有を図っている。 

 キャリアセンターの個別

面談記録。 

 就職率の向上、就職成果の

質的向上を図るため、求人票

の絶対数を増やすことと、採

用選考型のインターンシッ

プを拡充する必要がある。 

就職個別面談記録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 専修学校にとって就職率を向上させることは学生募集にも大きな影響を与

え、職業人育成が使命であることから、本校にとっても生命線だと考えてい

る。ただし単に就職させればいいという考え方では早期の離転職を招くこと

から、就職率の質的向上を図ることも重要である。ミスマッチングを防止す

るためにも今後採用選考型の企業実習も拡充させたい。 

 外国人留学生が多い本校では、異文化理解の一つとして日本の「就活」を

丁寧に指導する必要がある。そのためにも入学直後から職業意識を持たせ、

早い段階から日本の就活が行えるよう外国人留学生に十分に理解させる必要

がある。キャリアセンター・教務・非常勤講師の協業を進め、あらゆる教育

活動の中で就職率向上を図っていきたい。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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4-19 （1/1） 

4-19 ─ ⅜ ╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

4-19-3 資格取得率の向

上が図られているか 

4 

 外国人留学生が多い本校

では、日本語能力試験という

検定試験の最上級である N1

合格に向けたカリキュラム

が編成されている。 

 カリキュラム、時間割  前述の日本語能力試験 N1

であるが、非漢字圏の外国人

留学生にとっては非常にハ

ードルの高い検定試験であ

る。 

カリキュラム、時間割 

4-19-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 
3 

 資格取得者数とその推移

に関する情報は、キャリアセ

ンターレベル、担任レベルで

は明確に把握しているが、全

体共有までは至っていない。 

全体共有までは至っていな

い現状 

 外国人留学生が母国で取

得した資格や日本で取得し

た資格を在籍管理ソフトに

入力し、学生簿に反映される

ようなシステムが必要であ

る。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 資格取得率の向上のために外国人留学生が多い本校では、日本語能力試験

N1 合格を目標にしたカリキュラムを設けている。もちろんこれだけではグロ

ーバル人材としては不十分なので英語やビジネス関係の資格取得率向上が図

られている。これはキャリアセンター・教務が連携し、カリキュラムに反映

するような仕組みがもっと強化される必要性がある。 

 本校のように外国人留学生が多数を占める専修学校では、留学生をいかに

してグローバル人材として、職業人として育成し、業界のニーズに応えるか

が重要である。母国で取得した資格が日本で活かせるのか、日本でどういう

資格を取得すれば、グローバル人材としての価値が高まるのか、そういった

質的側面からも資格取得率の向上を図っていきたい。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 

 



27 

4-20 （1/1） 

4-20 ─ ⅜ ╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

4-20-5 退学率の低減が

図られているか 

3 

 大学・大学院進学コースで

は進学先が決まると本校を

退学する傾向がある。背景に

は、予備校的な感覚で、進学

先が決まれば後は授業を受

ける必要がないという安易

な考え方があるようである。 

 退学者数  退学者のほとんどが外国

人留学生であり、進学先が決

まるとそこで学業を終わっ

たと考える学生が多い。他に

も帰国しなければならない

等の事情もあるが、卒業に対

し意味づけを深める必要が

ある。 

退学者リスト 

4-22-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか 

5 

 外国人留学生が 90％以上

を占める本校では、入退学者

数を入国管理局に報告する

義務があり、全体で情報を共

有できるようファイルサー

バーに保存もしている。 

入退学者数定期報告 入国管理局への報告義務

もあるため入退学者数とそ

の推移に関する情報は明確

に把握している。課題はそう

いった退学者を出さない、退

学後の進路先確認、帰国確認

を徹底することである。 

入退学者定期報告 

退学に至る面談記録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 退学者のほぼ 100％が外国人留学生であるが、いろいろな事情はあるにせ

よ本校を無事に卒業させるのが本校の務めである。入国管理局への定期報告

もあるため、その推移に関する情報は明確に把握しているものの、やはり「退

学者ゼロ」を目指した学校づくりをしなければならない。そして退学後の不

法残留を一人も出さないことも大きな使命である。 

 除籍者も含め 2014 年度は外国人留学生が 40 名退学した。大半は進学先が

決まり、予備校感覚でその後本校の授業を受ける必要がないと学生たちが考

えていたためである。特に後期のカリキュラムとして、進学後に役立つ授業

を盛り込んだカリキュラムを組み、退学者をゼロにするという目標に向かっ

て教職員一丸となって努力する必要がある。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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4-21 （1/1） 

ה 4-21 ─ ⌂ ┘ ╩ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

4-21-7 卒業生・在校生

の社会的活躍及び評価

を把握しているか 3 

 在校生の社会的活躍及び

評価は把握しているが、卒業

生の活躍や評価については

なかなか把握できていない

のが現状である。 

 前述のとおりである。  卒業生の中にはネパール

大使と懇意にしている者も

いるが、活躍を把握するため

の仕組みがないので、同窓会

組織等の整備が必要である。 

特になし 

4-21-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか 
4 

 ネパール人の卒業生でレ

ストランを 7 か所経営し、在

日のネパール人同胞団体の

会長もし、大使とも親しい。 

前述のとおりである。 外国人留学生が多数を占

める中、グローバル人材とし

て起業する環境を整える必

要がある。 

 

 

特になし 

4-21-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 

1 

 現状では実績なし。 前述のとおりである。 既存の語学、ビジネスとい

うコース設定では難しい面

があるが、検討課題としてい

きたい。 

 

特になし 

4-21-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述でき

るか。 

1 

 現状では実績なし。 前述のとおりである。 同上。  

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 語学、ビジネスというコース設定の特性上、卒業生・在校生の作品が外部

のコンテストで評価されるケースは稀だと言える。しかしグローバル人材と

して日本社会に貢献する卒業生の社会的活躍は少しずつ芽生えだしているの

で、母国と日本の懸け橋として翔るグローバル人材の育成に今後も力を入れ

ていきたい。 

 留学生が多い本校では、真に国際社会に貢献する人間力を兼ね備えた人材

育成が必須である。上述のネパール人の卒業生のように日本社会のより良き

市民として、経済活動だけでなく国際交流に分野においても第一人者になっ

ており、こういった姿をモデルにこれからも人材育成に取り組んでいきたい。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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ה  ה ⌂  

 在校生に産業界のニーズに応えたカリキュラムを提供し、即戦力として役

立つ職業人を養成することは専修学校の使命であり、その大きな成果指標と

して就職希望者の内定率があることは言うまでもない。 

 そのためにも入学当初から就職ガイダンスや個別面談を通じて職業意識を

高め、どのような業種・職種で働いていきたいのか学生を支援する体制が不

可欠である。 

 本校では在校生の 90％以上を外国人留学生が占めることから、日本で就職

するための就職活動の基礎から支援する必要がある。そのために本校ではキ

ャリアセンターを設置し、常勤のキャリアアドバイザーを１名配置している。 

長期休暇前・後の就職ガイダンス、1 年次では年に 2 回の個別面談、2 年次で

は月に 1 回の個別面談に加え、外部の就職説明会への参加、就職希望者への

ビジネスマナーや履歴書添削、面接練習等、きめ細やかな支援を行い、彼ら・

彼女らが希望の進路に就職できるよう日々教育活動を行っている。 

 学生相談に関する体制は担任を中心に、事務局、キャリアセンターと多方

面に渡って相談に乗れる体制を整えている。 

 学生の経済的側面に対する支援は、公的な奨学金・ローン以外には種々の

本校独自の奨学金（学費減免）制度を設けている。ただ単なる学費減免では

全体的に整備された支援制度とは言い難いので、将来的には企業から奨学金

を募り、人物・成績ともに優秀な者に奨学金を給付できるファンドを設立し

たいと考えている。 

 学生の健康管理については、全学生対象に年に 1 回健康診断を実施し、健

康状態の把握に努めている。逆に課外活動、保護者との連携並びに保護者会、

卒業生への支援体制はまだまだ未整備なところが多く、今後の課題としたい。

外国人留学生が多いといえど、保護者との連携や卒業生への支援は教育活動

の根幹に影響を及ぼすものなので、ぜひとも挑戦課題としたい。 

 学生寮については保有しており、特に遠隔地から来た日本人学生が活用し

ている。 

  

 外国人留学生が 90％以上を占める本校では、就職に関する支援体制も全学

挙げてのものとなっている。キャリアセンターも設置し、専任職員も配置し

ているが、外国人留学生の就職内定までには想像以上の労力を費やすからで

ある。教育的効果が高いものとして実際に日本の企業に就職した先輩の体験

談、外国人留学生を積極的に採用している企業の説明会、企業実習等である。

特に今後「職業実践専門課程」の認定を受け、将来的には職業専門大学への

移行を構想として持っている本校としては、より密に企業と連携し、企業実

習をカリキュラム化して単位認定していくことに果敢にチャレンジしたい。 

 学生相談については担任を中心に、事務局、キャリアセンターと多方面か

ら支援できる体制をとっている。本校の外国人留学生はほぼ 100％私費留学

生であり、経済的側面についての相談も少なくない。親からの仕送りとアル

バイトでの給与で学費と生活費を賄うのも大変なことであり、本校独自の奨

学金（学費減免）制度を種々設けているが、まだ未整備な点があることも否

めない。産学連携でファンドを創設し、人物・成績優秀な外国人留学生に奨

学金を給付するといった制度設計も視野に入れたい。また入学の段階で経費

支弁能力を厳しく審査し、アルバイトだけに頼ることなく十分な経費支弁が

得られる学生を選抜することも重要なことである。 

 そしてこれから着手しなければならないのは、保護者との連携と同窓会組

織の設立である。日本人学生であれば保護者との連携はしやすいが、外国人

留学生の場合もちろん場所の問題や言語の問題もあり、一筋縄ではいかない

のが現状である。しかし異国の地から大事なお子さんをお預かりしている本

校の責任として、留学の志を半ばであきらめることのないようにインターネ

ットや在籍者が多い国では現地での保護者会などを通じて、連携していくこ

とが急務の課題だと考える。 

 卒業生への支援については現状ではまだ何もできていないが、同窓会組織

を立ち上げ、後輩のロールモデルになるような活躍する姿を教育活動に還流

させたいと考えている。他校でも実践している「ホームカミングデイ」等も

本校への帰属意識・愛校心を涵養するうえで必要だと考えている。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-22 （1/1） 

ה 5-22 ⌐ ∆╢ │ ↕╣⁸ ⌐ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-22-1 学生の就職・進

学指導に関する体制は

整備され、有効に機能

しているか 

4 

 就職については授業でも

科目として履修させ、体制と

してもキャリアセンターに

専任職員を配置している。 

前述のとおりである。 キャリアセンターだけで

は対処しきれない点もある

ので、教務・事務局と連携し、

全学挙げて取り組むべき。 

 

 

特になし 

5-22-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

4 

 キャリアセンター職員に

よる就職ガイダンス、日本で

就職した卒業生の講話、企業

による採用説明会等を実施

している。 

前述のとおりである。 どの時期にどのタイミン

グでどういった内容の説明

会を実施するのか精査し、年

間スケジュール化する必要

がある。 

 

 

特になし 

5-22-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 4 

1 年次は前期と後期の年 2

回実施。2 年次は月に 1 回キ

ャリアセンター職員並びに

担任が学生個別面談を実施

している。 

前述のとおりである。 学生によって温度差が激

しく、明確な目標が持てない

ままの学生に対し、どういう

モチベーションアップ策を

講じるかが喫緊の課題。 

 

 

特になし 

5-22-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 
4 

 キャリアセンター職員や

担任が履歴書の書き方など

を指導し、授業でもビジネス

マナーの科目を設け、指導を

実施している。 

前述のとおりである。  日本独特の履歴書の書き

方に不慣れな者が多いため、

労力を要する。ビジネスマナ

ーも日本固有のものが多く、

1 年次から指導する必要有。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校入学から就職（入社）までの期間で、いつ、何を、どのように、どの

くらいすればいいのか日本式の就職活動をきちんとまず理解させる必要があ

る。そして何よりも重要なことは、学生本人が何を一番したいのかキャリア

デザインを描き、実現に向けて教職員が最大限サポートする善循環をシステ

ム化することである。そのためにもモチベーションアップは必須である。 

 これは本校だけでなく他の専修学校も抱えている問題だと思うが、国籍に

関係なく、自分が一番やりたいこと、自分がどういう職業に就けば一番生き

生きできるのか、その近未来予想図を描くまでが一苦労である。ましてや日

本の就職活動自体に不慣れな外国人留学生に対しては、日本人学生以上にき

め細やかな支援体制が不可欠である。  

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-23 （1/1） 

5-23 ⌐ ∆╢ │ ↕╣⁸ ⌐ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-23-5 学生相談に関す

る体制は整備され、有

効に機能しているか 4 

 全クラス担任制を敷き、個

別面談も年に 4回実施してい

る。加えて事務局でも学生相

談に乗る体制を整備し、有効

に機能している。 

前述のとおりである。  まだまだ学生相談に関す

る体制は完全なものとはな

っておらず、カウンセリング

ルームの設置や専門相談員

の配置が必要である。 

 

 

特になし 

5-23-6 学生相談室を開

設しているか 
1 

 学生相談室は開設されて

いない。 

前述のとおりである プライバシーを守られた

上での学生相談室を開設す

る必要がある。 

 

 

特になし 

5-23-7 学生からの相談

に応じる専用カウンセ

ラーがいるか 1 

 専用カウンセラーはいな

い。 

前述のとおりである メンタル面での不調を訴

える学生も増えてきている

ので、専用カウンセラーもし

くは専門の研修を受けた職

員の配置が必要である。 

 

 

特になし 

5-23-8 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れ、有効に機能してい

るか 
4 

外国人留学生が多数いる

ことから留学生に対する学

生相談体制は教務・事務局連

携の下、体制は整備され、有

効に機能している 

前述のとおりである  留学生のメンタル面での

相談体制はまだ脆弱で、地域

の医療機関と連携しながら

留学生のメンタル面の相談

に乗れる体制構築が必要。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 学生相談に関する体制は整備されている部分もあれば不十分な点もある。

すべてを教職員で対応しようと思うと、特にメンタル面での不調を訴える学

生への対応は難しくなり、やはり専門的な研修を受けるなり、専門カウンセ

ラーによる相談体制等の整備が必要になってくる。ただ教職員と学生の距離

が近く、面倒見の良い点は本校の特徴でもある。 

 留学生に対する学生相談体制は本校では日常的に留学生から相談があるこ

とから、教務・事務局との連携の下体制整備に努めてきた。いろいろな相談

はあるが、教職員は日々経験値を積み重ねながら留学生に対する相談体制を

さらに整備し、有効に機能させている。一方カウンセリングの研修や専門カ

ウンセラーによる相談体制も必要である。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-24 （1/1） 

5-24 ─ ⌐ ∆╢ ⅜ ⌐ ↕╣⁸ ⌐ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-24-9 学生の経済的側

面に対する支援が全体

的に整備され、有効に

機能しているか 

4 

 種々の学費減免制度を設

け、学生の経済的側面に対す

る支援を全体的に整備し、有

効に機能させている。 

専門学校東京ビジネス外語

カレッジ学費減免制度 

 学 生 の 経 済 的 状 況 と 人

物・成績評価を組み合わせた

総合的な支援策をさらに充

実させる必要がある。 

 

 

特になし 

5-24-10 奨学金制度が

整備され、有効に機能

しているか 2 

 本校独自の奨学金制度は

なく、公的な奨学金制度の活

用にとどまっている。 

前述のとおりである 出席率、成績、人物等を総

合的に評価し、優秀者には本

校独自の奨学金制度が整備

されることが望ましい。 

 

 

特になし 

5-24-11 学費の分納制

度等、学生を経済的に

支援する制度が整備さ

れ、有効に機能してい

るか 

3 

 学費の分納制度は設けら

れており、学生を経済的に支

援する制度が整備され、有効

に機能している。 

前述のとおりである  特になし  

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 各種学費減免制度を実施し、学生の経済的側面に対する支援を整備してき

たが、今後は在学中に総合的な経済的側面の支援策を講じる必要性がますま

すある。経済的に困窮ではあるが模範的な学生に対し、卒業できるよう経済

的支援策を講じる等の本校独自の奨学金制度が必要であると感じる。 

 外国人留学生がほとんどの本校では、経費支弁能力が重要な事項となって

いる。在籍管理の観点から。選抜の段階で経費支弁能力がある学生を選考し

ているが、人物・成績ともに優秀な学生には大胆な学費減免制度と在学中に

は本校独自の奨学金によって学業支援する体制整備が必要である。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-25 （1/1） 

5-25 ─ ╩ ℮ ⅜№╡⁸ ⌐ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-25-12 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 

5 

 外部の医療機関に委託を

し、年に 1 回定期的に全学生

の健康診断を実施している。 

前述のとおりである  特になし  

 

特になし 

5-25-13 学生の健康管

理を担う組織体制があ

り、有効に機能してい

るか 
4 

 学生の健康管理を担う組

織体制は事務局で分担して

おり、事務局が主体となって

学生の健康診断を実施して

いる。 

前述のとおりである 事務局で学生の健康管理

を担っているものの、日常的

な健康相談には乗れないた

め、地域医療機関との連携が

必要である。 

 

 

特になし 

5-25-14 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 
2 

 学生からの健康相談等に

専門に応じる学校医はいる

が、こちらからの要請に応じ

て来る体制である。 

前述のとおりである 学校医はいるが常勤では

なく、こちらの要請に対して

来校するという体制なので、

定期的に来校して相談体制

を整備する必要がある。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 定期的に全学生対象に健康診断を実施する支援体制はある。ただ学生の健

康管理を日常的に担う組織体制ではなく、事務局がその任務を担い、必要に

応じて地域医療機関と連携している。学校医もいるが、定期的な来校・相談

体制にはなっておらず、学校からの要請ベースで動くので、日程調整等タイ

ムリーな相談体制にはなっていない。 

特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-26 （1/1） 

5-26 ⌐ ∆╢ │ ↕╣⁸ ⌐ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-26-15 スポーツ等の

クラブ活動、ボランテ

ィア活動その他、課外

活動に対する支援体制

は整備され、有効に機

能しているか 

NA NA NA NA NA 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

NA NA 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-27 （1/1） 

5-27 ⁸ ─ ┼─ │ ╦╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-27-16 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 
5 

 学生寮は備えており、遠隔

地出身者のために支援を行

っている。寮の管理人もお

り、生活環境適応のための支

援も行っている。 

前述のとおりである 特になし  

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校がある池袋から電車で 10 分程度のところに学生寮を持ち、遠隔地出身

者のために支援を行っている。管理人もいるので遠隔地から入学した学生の

東京での生活環境適応のための支援も行っている。 

特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-28 （1/1） 

5-28 ≤ ⌐ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-28-17 保護者と適切

に連携しているか 

2 

 日本人学生については保

護者と日常から連携してい

るが、外国人留学生の保護者

とは連携するに至っていな

い。 

前述のとおりである  外国人留学生だから保護

者と連携できないと考える

のではなく、外国人留学生だ

からこそ良い面も悪い面も

含めて保護者と連携しなけ

ればならない。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 日本人学生については学校生活や出席状況で保護者と連携を取れている

が、外国人留学生の場合は学校に来なくなった等何か問題が発生してからで

ないと連携できていない。遠い異国の地からご子息をお預かりしているとい

う教育的責任を果たすため、外国人留学生の保護者についても連携の在り方

を再検討しなければならない。 

 本校は外国人留学生がほとんどであるため、日常的には保護者との連携を

これまで模索してこなかった。学校に来なくなった、所在がわからなくなっ

た等の問題が発生した時に本国の保護者と連携をしてきたが、内容としては

十分に活かしきれてこなかった。外国人留学生の保護者との連携を他校の先

行事例を参考にしながら学生指導に役立てたい。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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5-29 （1/1） 

5-29 ┼─ │№╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

5-29-18 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 1 

 同窓会組織がないのが現

状である。 

前述のとおりである  早急に同窓会組織を立ち

上げ、卒業生の自主的な活動

を支援する体制を構築すべ

きである。 

 

 

特になし 

5-29-19 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備され、有効に機能

しているか 
1 

 同窓会組織もなく卒業生

をフォローアップする体制

も整備されていない。 

前述のとおりである  卒業生を具体的にどうい

う内容でフォローアップす

るのか共通認識を持つこと

から始め、体制整備にとつな

げたい。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校にとって卒業生への支援体制は弱い部分であり、取り組めていない点

である。同窓会組織並びに卒業生をフォローアップする体制の整備に向けて、

早急に着手できるよう学内での議論を始めたい。 

特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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ה  ה ⌂  

 本校の教育環境の最大の長所は、全教室に電子黒板を導入している点であ

る。これにより単なる板書に終わるのではなく、ノートパソコンやタブレッ

ト等を活用した静止画や動画を活用した視聴覚に訴える授業を提供でき、学

生の理解度、満足度を向上させるのに非常に役立っている。今後も教育の ICT

化を積極的に進め、学生の満足度向上に努めたい。 

 

 一方で施設・設備については築 35 年を越えたこともあり、いろいろなとこ

ろで老朽化した施設・設備が目立ってきた。日常的にメンテナンスをする常

勤管財スタッフがいないため、施設・設備のメンテナンスが後手後手に回っ

ていることは否めない。 

 

 海外研修については、フィリピンセブ島での 2 か月間の英語集中トレーニ

ング、そしてシンガポールの MDIS での 11 か月間の専門授業等、力を入れ

ている。今後も 2+2 プログラム（本校卒業後海外の大学 3 年次編入プログラ

ム）を積極的に推し進め、海外留学プログラムを拡充していく予定である。 

 

 防災に関しては非常に不十分なままだが、目白警察署との連携の下、避難

訓練や防災講話等に着手し始め、今後防災に対する体制を整備したい。 

 

 学園としても教育の ICT 化を最重要課題に位置づけ、本校も全教室での電

子黒板の導入など、先進的な教育環境整備に努めてきた。この環境を最大限

に発揮するために授業を担当する教員・講師がいかにして有効に活用するか

全体研修を行うなどの課題はある。 

 

 海外研修については日本人学生募集において訴求力となっており、現在の

フィリピンセブ島での英語集中トレーニング並びにシンガポールの MDIS で

の 11 か月間の専門授業に加え、2+2 プログラム（本校卒業後海外の大学 3

年次に編入学）を次年度形あるものにしたい。 

 

 防災についてはまだまだ不十分な点が多いが、地元の目白警察署から依頼

があり、外国人留学生が多い本校の特徴から災害時の外国語ボランティアに

関する協定を結んだ。災害時に日本語がわからなくてどうしていいか困って

いる外国人住民に、本校の外国人留学生が通訳ボランティアとして協力する

というものである。少しずつではあるが、地元の警察署と連携しながら校内

の防災体制整備に力を入れたい。 

 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 

6-30 （1/1） 
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ה 6-30 │⁸ ─ ⌐ ≢⅝╢╟℮ ↕╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

6-30-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 
4 

 本校ではすべての教室に

電子黒板を導入し、教育の

ICT 化を整備している。少人

数制授業のための教室確保

が課題である。 

前述のとおりである  電子黒板を十二分に活用

するために教員・講師向けに

研修を行い、授業の質を向上

させる取り組みが今後必要

である。 

 

 

特になし 

6-30-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

され、有効に機能して

いるか 

3 

 法定点検、日常メンテナン

ス共に体制は整備されてい

る。後者に関しては作業負荷

を考慮し、運用の見直しを行

う必要性がある。 

前述のとおりである  日常メンテナンスに関し

ては随時対応とせず、纏めて

対応していく等、負荷・経費

削減のために計画を立案し、

実行する。 

 

 

特になし 

6-30-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 3 

 法定点検は、指摘事項に則

り計画的に遂行している。 

日常メンテナンスは、随時対

応となり、老朽化した施設・

設備の更新に関する計画が

立てられない状況である。 

前述のとおりである  施設・設備の更新に関する

計画の立案のために管財ス

タッフを常駐させ、統括して

いる本部の管理部門と調整

を図っていく。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 電子黒板のように教育上の必要性には十分対応している。施設・設備のメ

ンテナンスに関しては校内に常勤の管財スタッフはいないが、近隣の学園本

部管理部が窓口になって、定期的なメンテナンス及び修繕維持を行っている。 

 特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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6-31 （1/1） 

6-31 ⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪ⁸ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

6-31-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等について外部の関

係機関と連携し、十分

な教育体制を整備して

いるか 

4 

 海外研修においては外部

関係機関と連携して、グロー

バルビジネス学科 2年次にシ

ンガポールの MDIS で 11 か

月学ぶ教育体制を整備して

いる。 

前述のとおりである  課題は留学希望者がまだ

少ない点である。留学費用等

経済的な負担感もあるが、こ

のプログラムの魅力をより

広く知らしめ、プログラム希

望者を広く募集したい。 

 

 

特になし 

6-31-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

4 

 学外実習やインターンシ

ップについては発展途上だ

が、海外研修については定期

的に報告を受け、教育効果を

確認している。 

前述のとおりである  海外研修についてはその

実績を把握し、教育効果を確

認しているが、今後インター

ンシップも同様のシステム

を構築したい。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 海外研修については外部機関と連携し、シンガポールの MDIS で 11 か月

学ぶプログラムを整備している。これに関してはその実績を把握し、教育効

果を定期的に確認している。学外実習やインターンシップについても海外研

修同様その実績を把握し、教育効果を確認する制度設計をする必要がある。 

 本校では外国人留学生がほとんどであるため、海外研修に参加する母数は

少ないものの、グローバルビジネス学科の海外研修は大学にはない訴求力の

あるプログラムとなっている。一方インターンシップは今後カリキュラム化

も視野に入れており、そのためにも実績を把握し、教育効果を確認、しいて

は成績評価、単位認定まで見据えた取り組みがこれから必要である。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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6-32 （1/2） 

6-32 ⌐ ∆╢ │ ↕╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

6-32-6 防災に対する体

制は整備され、有効に

機能しているか 3 

 防災に対する体制は、整備

されている。（体制図、避難

経路、備蓄等）年 1 回避難訓

練を実施することにより有

用性を高める必要がある。 

前述のとおりである  整備された防災体制を有

事の際に活かす為にも、実践

に即した訓練を行い、PDCA

サイクルを着実に回してい

く。 

 

 

 

特になし 

6-32-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 
2 

 法定点検にて指摘された

事項に則り、整備を行ってい

る。担当者から関係者に周

知、共有していく体制作りが

必要である。 

前述のとおりである 校 舎 の 老 朽 化 並 び に 設

備・機器の経年劣化に伴う災

害を起こす対象を関係者で

把握し、認識する体制を設け

る。 

 

 

特になし 

6-32-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 

1 

 本校は語学・ビジネスの専

修学校ということもあり、実

習時等の事故は考えにくい

が、そのため防止体制は整備

されていない状況である。 

前述のとおりである  事故防止マニュアルの作

成が必要であり、万が一事故

が起きた際に補償される保

険加入整備も必要である。 

 

 

特になし 

6-32-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 
2 

 建物（火災・家財）に関し

ては適切な形で保険加入し

ている。学生個人に関しての

保険は今後検討が必要であ

る。 

前述のとおりである  新入生入学時に災害時の

補償や損害賠償等の補償が

付いた保険に強制加入させ

る必要がある。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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6-32 （2/2） 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

6-32-10 防災訓練を実

施しているか 

4 

 年に 1 回全学で防災訓練を

実施し、地元の目白警察署の

協力も得て、指定避難場所ま

での避難訓練も行っている。 

前述のとおりである あらゆる天災が想定され

る中で、どういった防災訓練

を行うのかもう少し絞って

訓練を検討する必要がある。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 年に 1 回防災訓練を実施し、校内で火災が発生したという前提で指定避難

場所までの避難訓練を行っている。訓練は全学で行っており、地元の目白警

察署の誘導も協力を得ながら行っている。また訓練ではないが、目白警察署

の方に来ていただき、防災講話も全学で実施した。これからは地震も想定し

た防災訓練も必要であると考える。 

 防災訓練を契機に地元の目白警察署との連携が一気に進んだことは特徴で

ある。訓練後は目白警察署の方が来られ、全学対象に防災講話を行っていた

だいた。また外国人留学生が多数在籍する本校の事情から、災害時の外国語

通訳ボランティアに関する協定書も結ぶに至り、地域との連携の中防災訓練

を実施している。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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 ─ ≤ ↑ ╣ 
 

ה  ה ⌂  

 本校では学生の募集と受け入れは大きく二本柱で行っている。一つは日本

人学生募集と受け入れであり、もう一つは外国人留学生の募集と受け入れで

ある。そのために独自の部署を設け、年度当初より学校案内の送付やオープ

ンキャンパス、学校訪問やフェアへの参加等を通じて学生の募集活動を行っ

ている。 

 

 その際にできるだけ本校の教育成果を正確に伝え、学生自らが進学したく

なるような学校作りを日々模索している。常に教育の質的向上を図り、学生

の満足度を高め、他を寄せ付けない圧倒的な実績を上げることで本校のファ

ン層を作り、安定した入学者数を毎年確保するために教職員一丸となって日

夜奮闘している。 

 今後の課題としては、卒業生の活躍が募集にどう貢献したか客観的に測る

尺度を持ち、経年対比ができる仕組みを作ることである。 

 

 入学選考も合否判定基準に基づいて書類審査、筆記試験、面接試験と人物・

成績共に優秀な入学希望者を適正かつ公平に選抜するように年々改善を図っ

ている。 

 

 学納金も学生・保護者の負担感を考慮し、種々の学費減免制度も設けなが

ら妥当なものになっている。 

 

 本校では入学者の 90％以上が外国人留学生であることから、募集と受け入

れについては日本語学校との連携に始まり、経費支弁能力までも審査した上

での厳しい選抜を実施している。 

 

 具体的には書類審査の上で経費支弁者の在職証明書（在職期間と直近 1 年

間の年収が明記されたもの）と預金残高証明書の原本を求めている。そして

書類審査を通過した入学希望者には日本語と英語の筆記試験を課している。

筆記試験については合否判定基準に基づき、通過者にのみ面接試験を実施し

ている。面接試験では実際に日本語・英語のコミュニケーション能力をイン

タビューで測り、本校の授業に入学後ついていけるかどうか能力の部分と、

明確な志望動機があるかどうか、経費支弁能力はどうか等の観点から総合的

に合否判定を行っている。 

 

 また出席優秀者や成績優秀者には学費減免制度を設け、人物・成績共に優

秀な学生を積極的に受け入れる施策を講じている。 

 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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7-33 （1/1） 

7-33 │⁸ ⌐ ╦╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

7-33-1  学 生 募集 活 動

は、適正に行われてい

るか 
4 

 高校訪問、日本語学校訪問

の担当者・スケジュールを決

め、またオープンキャンパス

も年間スケジュール化し、学

生募集活動は適正に行われ

ている。 

前述のとおりである 高校訪問・日本語学校訪問

の回数・頻度・対象校を拡大、

年間スケジュール化し、より

幅広く本校の魅力を伝える

工夫が必要である。 

 

 

特になし 

7-33-2 学校案内等は、

志望者・保護者等の立

場に立った分かり易い

ものとなっているか 

5 

 学校案内等は毎年制作し、

各学科の目指すところを余

すところなく伝えられるよ

う志望者・保護者の立場に立

ってわかりやすくしている。 

学校案内 特になし 学校案内 

7-33-3 志望者等の問い

合わせ・相談に対応す

る体制があるか 
5 

 本校には独自で入試・広報

部署があり、志望者等の問い

合わせ・相談に対応する体制

が整備されている。 

前述のとおりである 特になし  

 

特になし 

7-33-4 募集定員を満た

す募集活動となってい

るか 4 

 本校の募集定員は 180 名

であるが、学科・コースによ

って定員の充足率に差はあ

る。概ね募集定員を満たす募

集活動となっている。 

前述のとおりである  年々募集時期が早まって

いることもあり、4 月以降早

め早めの募集活動を大々的

に展開し、募集定員を満たす

ための活動が必要である。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校にとって募集活動は生命線であるため、独自の部署を設け体制を整備

している。学校案内も志望者・保護者等の立場に立ったわかりやすいものに

し、前述の部署が入学問い合わせ・相談に対応できるように体制を整えてい

る。このような体制下で最終的に募集定員を満たす募集活動が行われている。 

 

 募集の時期が年々早まっていることもあり、高校訪問・日本語学校訪問の

回数・頻度・対象校を拡大し、年間スケジュール化する必要がある。本校の

入試・広報部署も受け身の姿勢ではなく、積極的に学生を確保しに行く姿勢

で高校や日本語学校の先生方と信頼関係を構築する必要がある。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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7-34 （1/1） 

7-34 ⌐⅔™≡⁸ │ ⌐ ⅎ╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

7-34-5 学生募集におい

て、就職実績、資格取

得実績、卒業生の活躍

等の教育成果は正確に

伝えられているか 
4 

 専修学校において就職実

績は重要な位置を占めるの

で、その教育成果は学生募集

において正確に伝えている。

資格取得実績や卒業生の活

躍等については不十分な点

がある。 

前述のとおりである  就職実績、資格取得実績、

卒業生の活躍等は学生募集

において強力な訴求力とな

るので、一覧にして入学希望

者に正確に伝えられるよう

な工夫を今後していきたい。 

 

 

 

学校案内 

7-34-6 卒業生の活躍の

教育成果が学生募集に

貢献したかどうか正し

く認識する根拠を持っ

ているか 

1 

 卒業生の活躍の教育成果

が学生募集にどう貢献した

かを正しく認識する根拠は

実際のところ持てていない。 

前述のとおりである 卒業生の活躍の教育成果

を学校案内等で正確に伝え、

入学希望者の入学決定要因

が何であったのかを正しく

把握する調査をきちんと実

施することから始めたい。 

 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校の募集において当然ながら就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍等

の教育成果を正確に伝えなければならないし、学生募集にどう貢献したか客

観的に認識できるようにしなければならない。卒業生の活躍等の教育成果は

学生募集において正確に伝える力をしているが、それが学生募集に貢献した

かどうか正しく認識する客観的な根拠は持てていない。 

 就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍等は教育成果の集大成でもあり、

一覧表や写真入りの説明で学校案内等にきちんと記載し、正確に伝える努力

を今後も推し進めたい。そしてその教育成果が学生募集にどう貢献したか正

しく認識できる尺度を構築し、本校において出口の実績並びに卒業生の活躍

等が募集にどれだけ貢献しているのか正しく認識できるようにする。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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7-35 （1/1） 

7-35 │⁸ ⅛≈ ⌂ ⌐ ≠⅝ ╦╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

7-35-7 入学選考は、適

正かつ公平な基準に基

づき行われているか 5 

入学選考は、書類審査・筆

記試験・面接試験と設け、合

否判定基準に照らし合わせ

て適正かつ公平な基準に基

づき行われている。 

合否判定基準 特になし 募集要項、合否判定基準 

7-35-8 入学選考に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 
5 

 共有のファイルサーバー

にデータベースを保存し、判

定会議が行われるたびに、入

学選考に関する情報とその

推移を学科ごとに正確に把

握している。 

前述のとおりである 特になし 『入試受付リスト』（デ

ータ） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 学内で書類審査・筆記試験・面接試験を厳格に行う体制を整備し、合否判

定基準に基づいて適正かつ公平な基準によって入学選考が行われている。 

 また校内共有のファイルサーバーに入学選考に関するデータベースを保存

し、入学選考に関する情報とその推移を学科ごとに正確に把握している。 

 外国人留学生の入学希望者が多いため、入学選考には細心の注意を払って

いる。書類審査では経費支弁能力があるかどうか厳格に審査し、筆記試験で

は授業についていける学力があるかどうか適正かつ公平な基準で選考してい

る。面接では志望理由が明確かどうかを確認し、勉学意欲をみている。 

 これら外国人留学生の入学選考に関する情報も、データベースでその推移

を学科ごとに正確に把握している。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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7-36 （1/1） 

7-36 │ ⌂╙─≤⌂∫≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

7-36-9 学納金は、教育

内容、学生および保護

者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなっ

ているか 

5 

 本校の教育内容に照らし

合わせて、学納金は学生およ

び保護者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなってい

る。 

 これまで学納金に対して

負担感が重いという意見は

特段出ていない。 

特になし 学則、募集要項 

7-36-10 学納金に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

5 

 募集要項において、初年度

学納金とその内訳、2 年次の

学納金とその内訳を明記し、

入学希望者に周知徹底して

いる。 

前述のとおりである 特になし 学則、募集要項 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 グローバルビジネス学科、国際コミュニケーション学科ともに、学納金は

教育内容、学生および保護者の負担感等を考慮し、妥当なものとなっている

と判断する。学納金に関する情報についても初年度、2 年次に分け、学納金

とその内訳を明記し、募集要項に記載しているので入学希望者には周知徹底

されている。 

特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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基準８ 財務 
 

ה  ה ⌂  

●中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

 町田市から豊島区池袋に校舎を移転し、2016 年 3 月で丸 2 年が経ち、3 年

目を迎える。その間入学者数も順調に伸び、中長期的に本校の財政基盤は安

定しつつあると言える。 

 

●予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 入学者数の予測並びに進級者の見込み数に基づいて予算案を立て、収支計

画を立てている。予算・収支計画ともに有効かつ妥当なものになっている。 

 

●財務について会計監査が適正におこなわれているか 

 本校の財務について会計監査が適正に行われている。 

 

●財務情報公開の体制整備はできているか 

 財務情報公開の体制整備はできており、既に公開する財務情報の資料も完

成している。公開形式も学校法人 ISI 学園ホームページでの公開を決めてお

り、あとは最終チェックを経て公開を待つのみという状態である。 

 本校は 2014 年 4 月に東京都町田市から豊島区池袋に移転した。それまで

は学生数も数十名で中長期的に学校の財政基盤は安定しているとは言えない

状況であった。池袋に移転してからは入学者数も順調に伸び、ようやく中長

期的に財政基盤が安定しつつある状況になってきた。 

 

 それに伴い予算・収支計画も有効かつ妥当なものになってきており、健全

な学校運営がなされるようにこの 2～3 年でなってきた。 

 

 財務情報公開の体制整備も今年度図られ、既に公開する財務情報の資料も

完成している。また公開形式も学校法人 ISI 学園のホームページで公開する

ことが決定されており、最終チェックを経て公開をする予定である。 

 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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8-37 （1/1） 

8-37 ⌐ ─ │ ⇔≡™╢≤™ⅎ╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

8-37-1 中長期的に学校

の財務基盤は安定して

いるといえるか 4 

 中長期的に本校の財政基

盤を支えるものは、入学者数

によるが、近年入学者数も安

定しており、財政基盤も安定

していると言える。 

前述のとおりである  中長期的に本校の財政基

盤を安定したものとするた

めには、入学者の安定確保で

あり、募集がどれだけ順調に

伸びるかが重要である。 

 

 

特になし 

8-37-2 主要な財務数値

に関する情報とその推

移を正確に把握してい

るか 4 

 本校の主要な財務数値に

関する情報とその推移につ

いては正確に把握しており、

不明瞭な点があればそのつ

ど解決し、修正している。 

前述のとおりである 特になし  

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

中長期的に本校の財政基盤を支えるために、入学者数の安定確保をいかに

図るかが重要である。その点では近年順調に入学者数も推移しており、安定

していると言える。また主要な財務数値に関する情報についても、予算案と

齟齬が生じた部分等についてはその都度解決し、修正を行っている。 

特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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8-38 （1/1） 

ה 8-38 │ ⅛≈ ⌂╙─≤⌂∫≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

8-38-3 年度予算、中期

計画は、目的・目標に

照らして、有効かつ妥

当なものとなっている

か 

4 

 本校の年度予算、中期計画

は、目的・目標に照らして、

有効かつ妥当なものになっ

ている。 

予算案  特になし 予算案 

8-38-4 予算は計画に従

って妥当に執行されて

いるか 4 

 予算案に基づいて計画ど

おりに妥当に執行されてい

る。 

 予算執行実績 特になし 予算執行実績 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校の年度予算、中期計画は、目的・目標に照らして有効かつ妥当なもの

となっており、計画に従って予算は妥当に執行されている。 

特になし 

 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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8-39 （1/1） 

8-39 ⌐≈™≡ ⅜ ⌐⅔↓⌂╦╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

8-39-5 財務について会

計監査が適正におこな

われているか 5 

 本校の財務について会計

監査は適正におこなわれて

いる。 

前述のとおりである 特になし  

 

会計監査報告書 

8-39-6 会計監査を受け

る側・実施する側の責

任体制、監査の実施ス

ケジュールは妥当なも

のか 

5 

 妥当なものとなっている。 前述のとおりである 特になし  

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校の財務について会計監査は適正におこなわれており、会計監査を受け

る側・実施する側の責任体制も明確であり、監査の実施スケジュールも妥当

なものである。 

特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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8-40 （1/1） 

8-40 ─ │≢⅝≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

8-40-7 私立学校法にお

ける財務情報公開の体

制整備はできているか 4 

 まだ財務情報公開の体制

整備はでき、あとは学校法人

ISI 学園のホームページで公

開するところにまで至った。 

前述のとおりである 財務情報公開の体制は整

備できたので、次はその財務

情報をホームページ等で公

開するのみとなっている。 

 

 

特になし 

8-40-8 私立学校法にお

ける財務情報公開の形

式は考えられているか 4 

 財務情報公開の形式は完

成しており、あとはホームペ

ージ等で公開を待つ状態と

なっている。 

前述のとおりである  財務情報公開の形式は完

成しており、ホームページで

の公開用に既に整備されて

いる。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 本校の財務情報公開の体制整備、並びに財務情報公開の形式は現状ではほ

ぼ完成の状態にまで来た。あとは最終チェックを経て、ホームページ等で公

開できるのを待つのみとなっている 

 特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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 ─  
 

ה  ה ⌂  

 法令等の遵守については学校法人 ISI 学園としても非常に意識をしている

部分である。 

 

●法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 本校は学校法人立の専修学校として、法令や専修学校設置基準、東京都の

指針等が遵守され、適正な運営がなされている。ただそれを恒常的に教職員・

学生等に対する啓発活動にまで至っていないのが課題である。 

 

●個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

 『学校法人 ISI 学園個人情報の取扱いについて』、『学校法人 ISI 学園個人

情報の取扱い関する同意書』に基づき、学校が保有する個人情報に関し、そ

の保護のための対策を講じている。 

 しかしこれも恒常的に教職員・学生等に対する啓発活動を実施できていな

いのが現状である。 

 

●自己点検・自己評価について 

 自己点検・自己評価については今年度初めての取り組みであり、これまで

できていなかったことは真摯に反省したい。これからは毎年自己点検・自己

評価を実施し、本校ホームページ等を通じて公開していく。さらに学校関係

者評価、第三者機関評価を通じて本校のさらなる発展のため、様々な人々の

意見に耳を傾け、改善策を講じる体制を確立する。 

 

 外国人留学生を多数受け入れている本校は、出入国管理及び難民認定法の

遵守、そして東京都の管理指針も遵守しなければならない。この点について

は本校の教職員の意識は高いと言える。しかしその遵守すべき内容について

恒常的に教職員・学生等に対する啓発活動を行うことはまだ不十分だと考え

る。在学する留学生に対しては年に 4 回のオリエンテーションで注意喚起を

行っているが、それを実際に遵守しているかどうかのチェック体制の確立が

今後の課題である。そのためにも年 4 回の個人面談での生活実態の把握、ア

ルバイト先との連携、出席率の推移等、家庭訪問、アルバイト先訪問等、在

籍管理を強化すべき点は多々ある。 

 

 個人情報については学校穂人 ISI 学園の規定に則って厳格に定められ、遵

守している。ただこの内容について恒常的に教職員・学生等に啓発活動を行

えていないのが現状である。 

 

 自己点検・自己評価については今回が初めての取り組みであり、これから

は毎年自己点検・自己評価を実施し、公開していく予定である。そして学校

関係者評価、第三者機関評価を通じて「外」からの視点を学校運営に積極的

に取り入れ、本校のさらなる発展に寄与させたい。 
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9-41 （1/1） 

9-41 ⁸ ─ ≤ ⌂ ⅜⌂↕╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

9-41-1 法令や専修学校

設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか 

5 

 法令や専修学校設置基準

等が順守され、適正な運営が

なされている。 

前述のとおりである  特になし 特になし 

9-41-2 法令や専修学校

設置基準等の遵守に関

して、教職員・学生等

に対する啓発活動を実

施しているか 2 

 教職員・学生等に対する啓

発活動は不十分である。 

前述のとおりである  外国人留学生を多数受け

入れていることから、いろい

ろな面で法令や専修学校設

置基準や東京都の指針を順

守するようにしている。ただ

教職員・学生等への啓発活動

はこれから取り組むべき課

題である。 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 学校法人立の専修学校として当然のことながら、法令や専修学校設置基準、

東京都の指針等が遵守され、適正な運営がなされている。ただそれら遵守に

関して、教職員・学生等に対する啓発活動を行うまでには至っていない。ま

ずは教職員の意識涵養のためにも、適宜啓発活動を行い、コンプライアンス

の意識向上を図るようにしたい。 

 外国人留学生を多数受け入れていることから、東京都の管理指針等の遵守

も求められている。当校はこれら指針等も遵守し、適正な運営をしているが、

法令・専修学校設置基準・東京都管理指針等の内容をきちんと教職員・学生

等に対して啓発活動を行う機会を設ける必要がある。まずは教職員に対する

啓発活動から取り組みたい。 
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ょ 9-42 （1/1） 

9-42 ⌐ ⇔⁸∕─ ─√╘─ ⅜≤╠╣≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

9-42-3 志願者、学生や

卒業生および教職員等

学校が保有する個人情

報に関し、その保護の

ための対策がとられて

いるか 

4 

 『学校法人 ISI 学園個人情

報の取扱いについて』、『学校

法人 ISI 学園個人情報の取扱

い関する同意書』に基づき、

学校が保有する個人情報に

関し、その保護のための対策

を講じている。 

『学校法人 ISI 学園個人情報

の取扱いについて』 

 前述の規定に基づいて学

校が保有する個人情報保護

のための対策は組織として

はかなり進んでいる。一方一

人一人の教職員の意識改革、

日常業務での個人情報取扱

いに対する改善が課題とし

てある。 

 

 

『学校法人 ISI 学園個人

情報の取扱いについて』 

『学校法人 ISI 学園個人

情報の取扱いに関する

同意書』 

9-42-4 個人情報に関し

て、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施

しているか 
1 

 当校として個人情報に関

する教職員・学生向けへの啓

発活動は十分なものとはな

っていない。 

前述のとおりである  個人情報保護に対する教

職員の意識は一定レベルに

あるが、定期的に教職員・学

生等に対する啓発活動を実

施するには至っていない。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 個人情報保護に関する取り組みは学校法人 ISI 学園としても明確に規定を

定め、その対策に常に取り組んでいる。当校としては学園の方針、規定に沿

って学校が保有する個人情報保護に努めている。ただ教職員によって意識差

があり、総体的に意識向上させるための定期的な啓発活動がこれからの課題

である。 

 日本人学生だけでなく外国人留学生も多数在籍する本校としては、パスポ

ート・在留カード等の外国人留学生の在留に関する個人情報もきちんと保護

しなければならない。 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 

 



56 

9-43 （1/1） 

ה 9-43 ─ ≤ ─ ⌐ ╘≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

9-43-5 自己点検・自己

評価を定期的に実施

し、問題点の改善に努

めているか 
1 

 平成 26 年度まで自己点

検・自己評価を定期的に実施

できておらず、当然ながら問

題点の改善にも取り組めて

いない。 

前述のとおりである。  平成 27 年度より自己点

検・自己評価を定期的に実施

することに着手し、今後問題

点の改善に努めるようにし

たい。 

 

 

特になし 

9-43-6 自己点検・自己

評価に関する方針は確

立されているか 
2 

 自己点検・自己評価の実施

が平成 27 年度からであり、

まだ自己点検・自己評価に関

する方針が一部の職員にと

どまった状況である。 

前述のとおりである。  平成 26 年度まで自己点

検・自己評価を実施・公開し

ていなかったため、方針の確

立が試行錯誤で進められて

おり、次年度改善の余地があ

る。 

 

 

特になし 

9-43-7 自己点検・自己

評価に関する方針は関

係者に対して正確に伝

わっているか 2 

 平成 27 年度より自己点

検・自己評価の実施・公開に

着手したため、まだ十分に関

係者に対して方針が正確に

は伝わっていない。 

前述のとおりである。  平成 27 年度よりの取り組

みとなってしまったが、これ

から定期的に実施するなか

で自己点検・自己評価に関す

る方針を関係者に対して正

確に伝えたい。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 自己点検・自己評価の実施が平成 27 年度からであるため、問題点の改善や

方針の確立がまだ不十分である点は否めない。これから自己点検・自己評価

の実施を重ねる中で方針を明確に確立し、関係者に対して正確に伝えていき

たい。そして学外に広く公開することで、いろいろな方々の意見に真摯に耳

を傾け、問題点の改善に努めていきたい。 

特になし 
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9-44 （1/1） 

ה 9-44 ─ │⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

9-44-8 自己点検・自己

評価結果は公開してい

るか 1 

 平成 26 年度までは公開さ

れていない。 

前述のとおりである。  平成 27 年度からは公開す

る。 

 

 

特になし 

9-44-9 自己点検・自己

評価結果の公開に関す

る方針は確立されてい

るか 
2 

 平成 27 年度から初めての

公開であり、公開に関する方

針はまだ試行錯誤の段階で

ある。 

前述のとおりである。  平成 28 年度の自己点検・

自己評価結果の公開に関す

る方針は全常勤教職員会議

の場で共有し、同時に方針を

確立したい。 

 

 

特になし 

9-44-10 自己点検・自

己評価結果の公開に関

する方針は関係者に対

して正確に伝わってい

るか 

2 

 自己点検・自己評価結果

の公開が平成 27 年度が初め

てであり、その方針は関係者

に十二分に伝わっていると

ころまでは行っていない。 

前述のとおりである。   平成 28 年度に向け、平成

27 年度の自己点検・自己評

価を踏まえ、公開に関する方

針を関係者に対して正確に

伝える。 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 これまで自己点検・自己評価を公開していなかった点については真摯に反

省をしたい。平成 27 年度より、自己点検・自己評価を公開し、学内の体制に

ついても公開に関する方針を確立し、全常勤教職員会議の場で正確に伝える

ようにしたい。公開については当校のホームページ等を通じて幅広く学外に

公開できるようにする予定である。 

 特になし 
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ה  ה ⌂  

●学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 

 2015 年度、広く企業・団体、および地域との連携・交流は進展を見せた。

職業人を養成することが専修学校の使命であるため、次年度に向けて産学共

同プログラムを活性化させ、業界が求めるニーズに応える人材育成により一

層取り組みたい。またカリキュラムにおいても企業と本校が共同で開発し、

即戦力として活躍しうるグローバル人材養成カリキュラムの開発に着手した

い。 

 諸外国の学校などと連携し、留学生の相互の受け入れ、共同研究・開発も

今年度進展を見せた部分である。2+2（本校卒業後海外の大学 3 年次に編入

するプログラム）の教育プログラム開発に着手し、英語圏の高等教育機関と

の連携、共同研究・開発を現在進めている。 

また海外からの本校での短期留学のオファーもいくつかあり、現在次年度

実施に向けて共同研究・開発を進めている最中である。 

一方生涯学習事業や附帯教育事業には取り組めておらず、学校開放を通じ

て地域との連携も現段階では取り組めていない。2014 年 4 月に池袋に校舎を

移転し、丸 2 年を迎え 3 年目に入る 2016 年度は地域住民から愛される学校

としての存在価値を学校行事等を通じて高めていきたい。 

 

●学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 

 学生のボランティア活動については現段階ではまったく奨励、支援できて

いない。まずは学生のボランティア活動状況を把握することから始め、将来

的にはボランティア活動の単位認定化も視野に入れたい。 

 

  

 

 22 か国の国から学生が集まっている学校であるため、それ自体が地域社会

の国際化に貢献していると考える。そして 2020 年の東京オリンピック・パ

ラリンピックに向けますます加速化するグローバリゼーションに対応するた

め、特に企業との連携が不可欠である。2015 年度はこの企業との連携が加速

度的に進んだと言える。 

 多国籍な教育環境を活かし、企業と同じテーブルでカリキュラムを開発し、

産学共同プログラムを開発させて、産業界のニーズに応えるグローバル人材

養成カリキュラムを次年度は完成させたい。そして真の意味で即戦力となる

職業人の養成にまい進したい。 

 

 また海外の高等教育機関と連携し 2+2（本校を卒業後海外の大学 3 年次に

編入するプログラム）の教育プログラム開発に着手した 1 年でもあった。特

に英語圏の 30 校弱の大学と現在協議を進めている。そして海外からの大学か

らも本校での短期留学を希望するオファーが次々にあり、諸外国の学校と連

携し、相互の学生受け入れ、共同研究・開発も次年度には具体的な形となっ

て学生や保護者の方々に提示できるものと考える。 

 

 学生のボランティアや生涯教育事業、附帯教育事業はまだまだ不十分な点

であるので、学校行事等を通じて、地域住民に愛される学校へとまずは変革

していきたい。学生のボランティアについても将来的には単位認定化が可能

かどうか次年度俎上に載せたい。 
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10-45 （1/2） 

10-45 ─ ╛ ╩ ⇔√ ╩ ∫≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

10-45-1  広 く 教 育 機

関、企業・団体、およ

び地域との連携・交流

を図っているか 
3 

 企業・団体との連携は今年

度進展を見せた。地域との連

携も目白警察署や豊島区、東

京都との間で一定成果が見

られた。 

前述のとおりである。  これから「職業実践専門課

程」の認定も視野に入れ、企

業との連携を深め、産学協同

プログラムの実施を始めて

いく必要がある。 

 

 

特になし 

10-45-2 学校の資源を

活用し、生涯学習事業

や附帯教育事業を行っ

ているか 

1 

 まったく行えていない。 前述のとおりである。  現状では行う予定はない。  

 

特になし 

10-45-3 学校の施設・

設備を開放するなど、

地域社会と連携してい

るか 

1 

 まったく行えていない。 前述のとおりである。  現状では実施する予定は

ない。 

 

 

特になし 

10-45-4 諸外国の学校

などと連携し、留学生

の相互の受け入れ、共

同研究・開発を行って

いるか 
4 

 トップ外交も含め、諸外

国の高等教育機関と 2+2 の

プログラムを推進している。

今後ますます相互受け入れ、

共同研究・開発が進むものと

思われる。 

前述のとおりである。  留学生が 90％以上を占め

る学校であるが、日本人学生

の海外留学プログラム、そし

てこれから 2+2 のプログラ

ムを推し進め、諸外国の高等

教育機関と連携を深化させ

る方向性である。 

 

 

 

特になし 

* ５..完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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10-45 （2/2） 

 

 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

10-45-5 重要な社会問

題について、学生や教

職員に対し啓蒙活動を

行っているか 
1 

 現状では重要な社会問題

について学生や教職員に対

し啓蒙活動を行えていない。 

前述のとおりである。  授業レベルでは各教員が

重要な社会問題を扱ってい

るかもしれないが、学校とし

ての取り組みはこれからで

ある。 

 

 

特になし 

10-45-6 学校として重

要な社会問題に具体的

に取り組んでいるか 

1 

 現状では学校として取り

組めていない。 

前述のとおりである。  学校として重要な社会問

題に具体的に取り組めてい

ない。他校の先行事例を参考

にしながら、学校として重要

な社会問題にどう取り組め

るか検討する場を設けたい。 

 

 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 重要な社会問題について、学校としてどう取り組み、学生や教職員に対し

どう啓蒙活動を行っていくのか現状ではまったく取り組めていない。問題意

識がないわけではないが、そこまでできるだけの組織体制が未整備であった

と言わざるをえない。今後は特に他校の先行事例を参考にしながら具体的に

どこから始めるか検討したい。 

 22 か国の国から学生が集まっている学校であるため、重要な社会問題につ

いて各国のバックボーンに気を付ける必要性はあるものの、世界から学生が

集うキャンパスだけに重要な社会問題についていろいろな視点から討議する

場があることが望ましいとは考えている。一気には難しいが、学校として重

要な社会問題に具体的に取り組む礎をまずは作りたい。 
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10-46 （1/1） 

10-46 ─Ⱳꜝfi♥▫▪ ╩ ⁸ ⇔≡™╢⅛ 

 

 
* ─ 

╖  
ה ▪  ▬ ▪─  ► ≤∕─   

10-46-7 学生のボラン

ティア活動を奨励、支

援しているか 1 

 現状では学生に対してボ

ランティア活動を奨励、支援

できていない。 

 前述のとおりである。  まったく取り組めていな

い課題であるので、地域清掃

等、地域住民から喜ばれるボ

ランティア活動から始めた

い。 

 

 

特になし 

10-46-8 学生のボラン

ティア活動の状況を把

握しているか 
2 

 個別にボランティア活動

をしているかどうか個人面

談の際に聞いたりしている

が、十分ではない。 

 前述のとおりである。  個人面談での聞き取り及

び面談記録カードや在籍管

理システムにボランティア

活動の項目を入れるように

し、記録として残す必要があ

る。 

 

 

 

特になし 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

ה  ה ⌂  

 学生のボランティア活動を奨励、支援することは実際にはまったくできて

いない。軽視しているわけではないが、どのように奨励、支援すればよいの

か具体策を策定することから始める必要がある。 

 学生のボランティア活動の状況を把握し、面談記録カード、在籍管理シス

テムに記録として残すことも今後の課題である。 

 特になし 

 
 2015 年 11 月 1 日  韓 洋春 
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 平成19年の学校教育法改正により専修学校における学校評価が義務化されたことを受け、教育の質保証・向上に資するという観点から本校におい

ても「学校自己点検・自己評価報告書」を作成した。  

平成27年度の報告書においては、文部科学省が発行する「専修学校における学校評価ガイドライン」を参考に学内に設けた委員会で議論を重ねた

結果、以上の通り自己点検・自己評価報告書を作成した。 

 

学校法人ISI 学園 専門学校東京ビジネス外語カレッジ 自己点検・自己評価報告書を作成するにあたり学内に設けた委員会のメンバーは以下のと

おりである。  

 

平成27年11月  

 

 

 

専門学校東京ビジネス外語カレッジ 自己点検・自己評価委員会 

 

校長  並河 克彦 

事務局主任 韓 洋春 

教務主任 井上 公仁 

教務副主任 伊藤 玲 

教務  佐藤 和子 

事務局  山福 久雄 

事務局  安部 友子 

事務局  梁 淼 

事務局  梅田 拓 

事務局  伊藤 美和 

事務局  白 海蘭 


